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午後１時００分開会 

 

○教育長 皆さん、お待たせいたしました。本日は大変お暑

い中、あるいは猛暑の中、酷暑の中、多数の傍聴人の方に

おいでいただいております。ありがとうございます。 

  会議に先立ちまして、傍聴人の皆様に申し上げます。会

議中の撮影、録音につきましては、委員の自由な意見、協

議を妨げる可能性がございますので、禁止とさせていただ

きます。ご協力をお願いいたします。なお、飲食について

も禁止とさせていただいておりますので、もし万一喉が渇

いてしまったなと、熱中症予防のこともありますので、袖

のほうに、後ろのほうに出ていただいて飲んでいただくと

いうことをお願いしたいと思います。また、進行の妨げと

なります妨害行為などがあった場合については、足立区教

育委員会傍聴人規則というものがございまして、退席して

いただく場合があります。ご注意願いたいと思います。 

  それでは、ただいまから本年第８回足立区教育委員会定

例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって会議は成

立いたします。 

  これより審議に入ります。 

 

―───────◇──────── 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に、河本委員、近藤委員、御指名い

たしますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、日程第１、第６３号議案を議題とします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第６３号議案「令和３年度

足立区立小学校使用教科用図書の採択について」以上。 

○教育長 第６３号議案について、荒井教育指導部長から説

明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 お手元の資料４ページ、第６３号議案説明

資料を御覧いただきたいと存じます。 

  小学校使用教科用図書につきましては、前回の採択後、

新たに文部科学大臣の検定を経た教科用図書がございま

せんでした。そのため、足立区立小学校使用教科用図書採

択要綱第１５条に基づきまして、教科用図書審議会、教科

用図書調査委員会、教科用図書研究会は設置せず、引き続

き同一の教科用図書を採択いただきたく、ご審議をお諮り

するものでございます。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。第６３号議案について、ご意見、ご質問

がありましたら、委員のご発言をお願いいたします。何か

質疑はありますか。よろしいですか。 

  ないようですので、これより第６３号議案「令和３年度

足立区立小学校使用教科用図書の採択について」を採決い

たします。本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙

手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって本案は原案のとおり

議決することにいたします。 

  次に日程第２、第６４号議案を議題とします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第２、第６４号議案「令和３年度

足立区立中学校使用教科用図書の採択について」以上。 

○教育長 第６４号議案について、荒井教育指導部長から説

明をお願いいたします。 

  教育指導部長。 

○教育指導部長 お手元の資料１０ページ、第６４号議案説

明資料を御覧いただきたいと存じます。 

  義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律

及び同施行令に基づきまして、令和３年度から足立区立中

学校で使用する教科用図書を採択する必要がございます。 

  文部科学省から通知されました「中学校用教科書目録

（令和３年度使用）」に登録されている教科書のうちから

採択いただきます。 

  この採択に当たりましては、中学校全３５校からの各教

科の研究報告書の提出を受けております。さらに教科ごと

に学校長から推薦された副校長、教員で構成する教科用図

書調査委員会での調査、研究を経て、中学校長３名、小学

校長１名、中学校の保護者代表４名、計８名で構成する教

科用図書審議会がさらなる検討をいたしました。 

  そして、このたび同審議会から提出されました採択資料

を受けて、令和３年度中学校使用教科用図書１０教科１６

種目の採択をお諮りするものでございます。 



2 

 

  お諮りするに当たりまして、これまでの教科用図書の調

査研究における検討結果を若干ご説明を差し上げます。 

  足立区立中学校使用教科用図書採択要綱に従いまして、

５月１１日に教科用図書審議会委員の委嘱を行ったほか、

５月１８日には各教科の調査委員会委員の委嘱を行い、具

体的な教科書の調査研究作業に入りました。 

  ５月１２日には区内中学校３５校に研究報告書の提出

を依頼し、６月１日までに全学校から研究報告書を受領い

たしました。それと並行して、教科書展示会も開催いたし

ました。教員向け展示会につきましては、区立中学校８か

所で５月１４日から５月２９日まで延べ１２日間開催し、

約５００名の皆様に御覧いただきました。また、一般の方

向けの教科書展示会につきましては、区役所本庁舎１階に

おきまして、６月５日から６月２８日まで計２０日間開催

いたしました。この展示会は地域住民の皆様ほかが教科書

に触れる機会をつくり、教科や教科書についての一般の方

の理解を深めることを主な目的としており、累計７５０名

の方々にご来場いただきました。 

  展示会において一般の方々にご記入いただいたアンケ

ートは３５０通にのぼり、調査委員、審議委員、教育委員

には取りまとめたものをお渡ししてございます。 

  ６月２６日には、各教科の調査委員会から各中学校から

提出された研究報告書等に基づき、専門的な立場からの調

査研究をまとめた調査報告書が、教科用図書審議会に提出

されました。 

  この報告を受けまして、７月３日、７月９日、及び７月

１６日に教科用図書審議会にて、各教科の調査委員長ヒア

リングを行いました。７月２１日、７月２７日に開催され

た第４回、第５回教科用図書審議会では、さらなる検討を

行い、最終的にまとめられた採択資料が８月４日に教育委

員会に提出されたところでございます。採択資料につきま

しては、事務局から教育委員の皆様に既に送付をさせてい

ただいております。 

  私からの説明は以上でございます。よろしくご審議のほ

どお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。議事進行に当たり、採択の進め方に対し

ます意見、あるいは総合的な質問があれば、ご発言いただ

きたいと思います。 

  まず、はじめに何か質疑がありますか。浅井委員。 

○浅井委員 今回の採択に当たり、各教科書を読ませていた

だいたほかに、審議会からの資料、区民の皆さんのアンケ

ートも読ませていただきました。いろいろな声を参考にし

た上で、私としては生徒にとって分かりやすいこと、苦手

な教科であっても興味を持てるという点を重視しました。 

  また、今年のように自宅学習をしなければいけないとき、

来年以降もまたあるかもしれません。そういう状況の中で

も生徒が１人でも学びやすいという要素も考慮して、選ば

せていただきました。 

○教育長 ありがとうございます。今、浅井委員からご自分

のご意見ということで、進め方について、ご意見いただき

ましたけれども、そのほか、どのような点に重視して採択

に当たるかという基本的な考え方とかあれば、お願いした

いと思います。 

  河本委員。 

○河本委員 私も、審議会資料その他、区民アンケートなど

全てに目を通させていただきました。昨年の小学校教科書

採択と同様に、どの教科も各社さまざまな工夫、配慮、ま

た各社の思いなどを感じることができ、１社に絞ることは

大変だと実感しております。これから大変だなと実感して

おります。 

  また、新学習指導要領に沿って適切であるかどうかはも

ちろんですし、学校の先生方がどう指導していくか。そん

なことも考える必要はあると思いますが、やはり子どもた

ちがいかに興味、関心を持ち、積極的に学ぶことができる

か、そんなことを視点の一番に考えていくべきだと思いま

す。 

  先ほど浅井委員からも発言がありましたが、３か月の休

校の後、学校は再開しておりまして、現在短い夏休みとな

っておりますが、１人１台のタブレットの支給という形が

急ピッチで進められていると思います。ただ、オンライン

授業などという話ももちろん出ていますが、まだまだそこ

の構築には時間がかかると思います。 

  その点でも、やはり子どもたちがいかに自分で読み進め

ていく、また家庭でも自ら学ぶ意欲が少しでもかき立てら

れるような教科書を、そんな点も考慮の対象にしていきた

いと思いますし、また、この場でほかの先生方の意見を十

分に聞いて、十分な議論を交わした上で決めていければと
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思っています。 

○教育長 ありがとうございます。では、こちらのお二方か

らもご意見を頂きたいと思いますけれども、いかがですか。 

  小関委員。 

○小関委員 私も展示会、アンケート、資料、そして審議会

の資料等全て見させていただきました。現在使われている

教科書を頭に置いて、全て見させていただきました。検定

をどれももちろん通っているわけでございますけれども、

学習指導要領の改定に伴い、各社さまざまな特徴が見られ

て、読んでいて楽しかったです。 

  新学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善が求められています。これに向けての各

社の努力もとてもよく見て取れました。 

  しかし、現在のコロナ禍の学校現場では、生徒、そして

教師が新学習指導要領を踏まえた授業改善が本当にでき

るのかどうか、とても心配でなりません。今回採択される

教科書が４年間使われることになりますが、今後、この状

況やＩＣＴ環境などが劇的に変わることも考えられます。 

  そこで、私としては今まで足立区で数学の教員、そして

管理職として培った視点を生かして、足立の生徒の学習状

況と、その生徒を支え、教える先生方の様子、そしてこれ

からの社会の変化を自分なりに見据えた上で、採択してい

きたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございました。 

  近藤委員、お願いします。 

○近藤委員 私も同感です。これまで、教科書を十分に検討

いたしましたし、また、私自身の経験も踏まえて、この委

員会に臨んでおります。 

  従って、各教科種目ごとに各委員が自らの持っている意

見、経験に基づいた知見を出し合い、その上で採決すると

いうことに賛成です。 

  私自身もそのような思いでこの場に臨んでおります。よ

ろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございます。各委員からご発言いただ

きましたけれども、私自身も、足立区の生徒の発達段階に

応じて、特に各科目に子どもたちが自ら興味を持って、そ

して小関委員からもありましたけれども、主体的・対話的

で深い学び、そして社会に出ても自ら学ぶ力を育むことが

できるような教科書がいいなと思っています。 

  その点、浅井委員、河本委員からもありましたけれども、

コロナ禍の中、自ら進んで、自分たちで学んでいくという

ことが非常に重要だと思っておりまして、子どもたちに適

した、そうした教科書を選ぶことを第一に考えたいと思っ

ております。 

  それでは、第６４号議案「令和３年度足立区立中学校使

用教科用図書の採択について」私も含めた委員全員の意思

に基づきまして、これから採択を始めることにいたします。 

  これから、１０教科１６種目の教科書を審議しますけれ

ども、教科別、種目別に質疑、あるいは意見を出していた

だき、逐次決定することにしたいと思いますので、それぞ

れの委員の方のご協力をお願いいたします。 

  意見が一致しないときには多数決ということになりま

すけれども、賛同者が少数という多数決ではなくて、その

場に応じて協議をしながら進めていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

  それではまず、教科、国語、種目、国語について審議い

たします。ご準備をお願いします。よろしいですか。 

  発行者は東京書籍、三省堂、教育出版、光村図書、以上

の４社です。質疑または意見がありましたらご発言をお願

いします。最初になかなかご発言しにくいのかなと思うの

で、私から最初に発言させていただきます。 

  私はこの中から教育出版と光村図書について細かく見

ました。ほかも見たのですけれども、この２つを比較する

と、特に光村図書には季節のしおりとか、あるいは時を表

す言葉などの古典や日本に古くから伝わるものに交えて、

最近の話題になったことも掲載されているということ、そ

れから学習ごとに学習の窓というのがあって、１年間が巻

末にまとめられるということで、学習の振り返りができる。

また、思考のレッスンというところで、論理的に考える方

法、あるいは思考の地図ということで思考の整理の仕方が

図示されている。こういうことから、国語ということをた

だ単に学ぶということだけではなくて、論理的な考え方と

かあるいは思考の整理の仕方、これから子どもたちがいろ

いろな書物から何を学んでいくのかという道筋がつけら

れるという点で光村図書を推薦したいと思っています。 

  もう１つだけ言わせていただくと、足立区で今、子ども

たちの読書習慣、それから図書館の利用、これについて力

を入れているところですけれども、学習情報センターとし
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ての図書館の具体的な活用方法などについても、光村図書

では詳しく述べられているので、子どもたちにとって使い

やすい教科書ではないかなと思います。 

  一番バッターはなかなか言いにくいので、私から今お話

ししたのですけれども、ぜひ忌憚のないご意見を頂きたい

と思います。いかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私も、光村図書を推薦いたします。 

  その理由はやはり内容、構成が大変しっかりしていると

いうことと、生徒が学習をするということを考えたときに、

非常に実際的に生徒の活動内容が組まれているというこ

とです。 

  例えば、内容としましては、詩の扉から始まり、物語、

小説、随筆、説明文に記録文、意見、古典と続いておりま

す。そして、読んで書く、話して聞く活動というのが、し

っかりとその中に構成されております。 

  そのほか、学習に関しても細かな配慮が多く、見通しを

持つというところから考えを深め、そして振り返るという

ようなコーナーが随所に入れられて、このとおりやってい

ったら、生徒は力がつくだろうなという印象がございます。

以上が推薦の理由です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  小関委員。 

○小関委員 私は教育出版と光村図書を、先ほどの教育長と

同じようによく見させていただきました。私はすごく魅力

を感じたのは教育出版です。他にはない学びナビ。つまり、

教材で学ぶ基本的なものについて、読むこと、書くこと、

話すこと、聞くことに分けて、冒頭にどういうふうに読ん

でいったらこの文は分かりやすいかという説明がありま

す。これは他社ではない、画期的な企画・構成でとてもす

ばらしいと思いました。 

  ただ、この方法だと、はじめにヒントありきというとこ

ろから始まっていて、教えるほうの側としては、大変大き

な変更になりますし、意見が分かれるところもあると思わ

れます。 

  次に光村図書について、本文の活字が４社の中では一番

見やすく、活字離れ解消にはなるのかなと思います。構成

が一貫していて、学習で見通しを持つところから始まり、

最後の振り返り、そして単元ごとの学習の窓でのまとめ等

がすばらしいと思いました。 

  あと、どの教科書にも翻訳文が入っているのでが、作者、 

それから訳している人、みんな同じなのに、教科書によって

少し違いがあります。点の打ち方、そして振り仮名、片仮

名の表記、欄外の解説、この辺のところが、非常に光村図

書は読みやすいというところがございました。同じもので

比較するとはっきり分かるので、ここが私は大きな違いだ

と思いました。 

  また、足立区の子どもたちは、読書量が少なく、読み解

く力が弱いのですが、これは足立だけではなくて全国レベ

ルの話でも同様です。そのなかでも、国語のいろいろな学

力の調査を見させていただきますと、比較的数学、英語に

比べて良い結果です。そういう点も考えまして、今光村図

書を使っているため、現状維持が適当かなと思っておりま

して、光村図書を推薦したいと思っています。 

○教育長 ありがとうございました。 

  浅井委員、どうぞ。 

○浅井委員 私は教育出版が良いかなと思っております。学

びナビがやっぱり自宅学習するときに、生徒各自で考えら

れやすいのではないかなと思いました。 

  あと、巻末の言葉と文法の日本語の発音や方言などの解

説が詳しくて、日本語というものに興味が持てるのではな

いかなと思ったので、私は教育出版を推したいと思います。 

○教育長 河本委員。 

○河本委員 今のところ、教育出版と光村図書のお話が出て

おります。先ほど、小関委員のほうから活字として光村図

書がとても見やすいという発言がありましたが、私は真逆

の意見でして、読み物の文字の大きさ、それから行間の取

り方という点で、私は、教育出版が圧倒的に子どもたちに

見やすいと思っています。紙の白の色の加減って言うんで

すかね。教育出版の白の色は、活字が浮き上がるような仕

組みがきちっとできていて、私は比較的こちらのほうが読

みやすいという感じがしています。 

  また、両方とも日本の四季をすごくイメージして、１年

の間に春から始まって冬にかけてというような、色合いに

しても、載せている詩にしても、日本人の心のよさをくす

ぐるような、そんな配慮があるのは両社ともとても私の気

に入っているところです。 

  また、教育出版のほうにＳＤＧｓのキーワード、かなり
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大きい項目で載っておりまして、しかも１年生から３年生

まで各学年必ず大きく取り上げているページがあります。

そちらの内容についても、大変今日的なテーマが多く、子

どもたちにも分かりやすい内容だと思います。 

  先ほどから出ている学びナビですが、学びナビに入る前

の各本文に入る表題のページ、こちらに本文の中の一文を

抜き出して、見出しのようにしているんです。この工夫は

教育出版だけで、これを子どもたちがページをめくって最

初に見たページのトップに、「あ、何のことが書いてある

のかな。次にどんな文章を読むんだろう」と想像をかき立

てるような工夫がすごくある、そういうところに私は引か

れまして、大変悩んだのですが教育出版が良いかなと思っ

ています。 

○教育長 意見が分かれているようですので、私も学びナビ

というのはどうかなというのは非常に悩んだところです

けれども、かえってナビがあるとナビどおりにやってしま

って、思考パターンが１つにならないのかなというところ

を私は危惧しています。小関委員からあったように、子ど

もたちの国語の力というのは、数学、英語よりもずっと高

いわけですね。なので、ここは自分たちがフリーハンドに

いろいろなことを考える、深く学ぶというところを取って、

私は光村図書に１つ優位性があるのかなと思っています。 

  ほかご意見いかがでしょうか。どうも今２つに絞られて

しまっているのですけれども、いかがですか。よろしいで

すか。言い足りないことは大丈夫ですか。 

  分かりました。 

  それでは教科国語、種目国語についての採択をしたいと

思います。たくさんご意見ありましたけれども、総合的に

ご判断いただいて、今変えていただいてもいいので、挙手

で決定させていただきたいと思います。一応発行順に全部

４社挙げますので、手を挙げてください。手を挙げるのは

１回だけですので、よろしくお願いします。 

  では、最初に東京書籍を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０。 

  続いて三省堂を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  次に教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。２。 

  光村図書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。３。 

  最初から微妙な採決になってしまいましたけれども、光

村図書を採択することに決定いたします。よろしいでしょ

うか。 

  それでは国語については光村図書を採択することに決

定いたしました。 

  次に、教科、国語、種目、書写について審議いたします。

発行社は東京書籍、三省堂、教育出版、光村図書の４社で

す。 

  準備よろしいですか。準備している間にご意見がある方

はどうぞ、いかがですか。 

  小関委員。 

○小関委員 私は、光村図書を推薦したいと思っています。

学習指導要領の中の各学年の学習内容が学年ごとに決ま

っているのですが、光村図書だけは独自の構成になってい

ます。その独自の構成が、実用的に使える配慮がされてい

ると思っています。ほかの会社は１年、２年、３年とその

とおりの順番に入っていますけれども、その辺の構成の仕

方、これを私はすばらしいと思っています。 

  そして、書写はどうしても生徒の技量に大きく差が出ま

す。それから国語の中で書写に扱う時間もとても限られて

くる、時期も限定されてくるというのもございます。 

  先生方も習字が得意な先生もいらっしゃいますし、様々

です。その辺を補ってくれるＱＲコードが光村図書の中に

入っていまして、運筆の動画だとか、いろいろと説明が丁

寧にしてあるのが特徴だと思います。 

  これを使えば、先ほど言いました時間数に限りがあるこ

とも、自宅で練習ができ解消します。 

  また、分冊を無くしてしまうという心配もあるのですけ

れども、別冊で練習を自宅でもできるということもありま

すので、そういった点では光村図書が、私はすばらしいと

思っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。近藤委員。 

○近藤委員 私も光村図書が良いと思っております。と言い

ますのが、やはり構成です。良い構成もさることながら、

学習の仕方が非常に実際的にできていると思います。まず

筆の持ち方、文字の歴史、それから文字の構成、書き方等、

実生活に基づいた文字、文章の練習まで重要な事柄が順序

よくなされるように配列されております。 
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  そして小関委員も言っていましたが、書写ブックという

別冊がありまして、毛筆と硬筆の対照を行って、毛筆で学

んだことを硬筆に役立てるという配慮が、非常に実際的だ

と思います。私も何年も昔毛筆を習いましたけれども、硬

筆が大変下手です。この光村図書の別冊を見て練習してお

けば、もっと上手だったのではないかなと最近反省してお

ります。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。 

  今、お二方から光村図書という話が出ましたけれども。

河本委員。 

○河本委員 私は教育出版を推薦したいと思います。先ほど

の光村図書と本の大きさを比べてみますと、光村図書のほ

うがＢ５判で小さくて、子どもたちが、小さい机で習字道

具と一緒に広げてお手本とする分には、Ｂ５判のほうが良

いとは思います。 

  ただ、内容の中で、先ほどから光村図書の硬筆に毛筆が

生かせるというお話が出ていて、硬筆を学べる別冊がつい

ているというところですが、教育出版の中にも、学習を生

かしてというページがかなり盛り込まれておりまして、毛

筆で学習したところを繰り返し書くページは教科書の中

にきちんとあります。でしたら、二分冊にするのではなく、

３年間持ち歩く教科書ですので、１冊にまとまっていたほ

うが、子どもたちにとっては良いのではないかと思います。 

  また、必ず１つの毛書を書く前に硬筆での試し書きがあ

り、最初に自分の字を書いてみる。その後、毛書を練習し

た後にも、書いてみよう、ここでまとめ書きというところ

があり、自分がどのような点を意識したか、上達したかな

どを確認できるような配慮がある。ここがとても良いとこ

ろだなと思います。 

  また、巻末のほうのページに文字文化に多く触れている

ページがあります。こちらも興味関心を引くような、良い

内容が載っていると思っております。 

○教育長 どうぞ、浅井委員。 

○浅井委員 私も教育出版のほうが良いかなと思っており

ます。 

  １つは、やはり光村図書の別冊は３年間無くさないで大

丈夫かなという不安があります。あと教育出版のほうでは

エアメールの書き方、英語の年賀状の例示もあり、外国語

に親しめる機会もあるので良いのではないかと思います。 

○教育長 ありがとうございます。２対２になったところが

非常に微妙ですが、私自身も比較してみて、教育出版にす

るか光村図書にするか非常に悩みました。今ＰＣばかり使

っていて、文字を書くことがないじゃないですか。これを

何とか少しずつでも書かせよう、書くならばきれいな字を

書きたいよねと思うのです。では、その文字ってどうやっ

てできているのか、どうやって書くときれいに見えるよね

というようなところを取ると、優劣つけ難いなと私自身思

っています。どこで判断するかと言うと、分冊があるかな

いかという点を私は非常に気にしていて、忘れ物が多かっ

た私としては、なるだけ忘れ物をなくしたいというところ

を今考えています。 

  ほかご意見いかがでしょうか。いや、そうじゃないよと

いう意見があれば、ぜひ、よろしいですか。 

  それでは教科、国語、種目、書写について採択いたしま

す。これも１人１回だけ手を挙げてください。 

  ４社ありますので、最初に東京書籍を採択することに賛

成の方の挙手を求めます。０。 

  続いて三省堂を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  次に、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。３。 

  念のため、光村図書を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。２。 

  以上ですので、教育出版を採択することに決定いたしま

す。ありがとうございました。 

  次は教科、社会、種目、地理的分野について審議いたし

ます。発行者は東京書籍、教育出版、帝国書院、日本文教

出版、以上の４社です。準備はよろしいでしょうか。 

  よろしければご意見をお願いしたいと思います。 

  河本委員。 

○河本委員 地理なのですが、私は帝国書院と日本文教出版、

この２社で大変悩みました。まず帝国書院、やってみよう

というアクティビティがすごく豊富で、探究活動がよく促

されているなと思います。それから、例えばハリー・ポッ

ターの撮影場所、またマクドナルドやダイソーなど、子ど

もたちに身近な、生活に身近なところから、多く取り上げ

ている。そういうところにも今日的な内容がとても多く、

理解しやすい内容ではないかと思います。 
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  帝国書院も、日本文教出版も１ページ見開きで１時間の

授業が終わる流れになっているのですが、左から右下に読

み進める、そのレイアウトの仕方、こちらも両社とても工

夫されておりまして、毎時間最初にページをめくるたびに、

子どもたちがどういう順序で読み進めていくか、どこにヒ

ントが書かれているか、課題がどこにあって、まとめがど

こにあって、確認がどうできるか。必ずそのレイアウトが

一致しているということで、大変学びやすい教科書だと思

っています。 

  両社本当に比べ難いところで、たくさん良いところがあ

るのですけれども、やはり扱っている内容そのものを比べ

ると、子どもたちが読み進めていくには帝国書院かなと思

っています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかご意見いかがです

か。 

  近藤委員。 

○近藤委員 河本委員も悩まれたというように、私も悩みま

した。しかし最終的に日本文教出版が一歩先んじているか

なと思います。 

  内容、構成に関しましては、まず日常生活の要素と本来

の地理の教材を紙面でうまくマッチさせて、中学生が学習

に自然に入っていける、そういう配慮がなされており、大

変読みやすい、使いやすい地理の教科書になっていると思

います。 

  そして学習面では、本来の構成にテーマの追究、深い学

びを実現するページですとか、自由研究などの理解を助け

るページなどを入れて、より広く、より深い学習を促せる

ようになっております。 

  そのような構成の中に、さらに細かくいろいろなコーナ

ーが入っております。学習内容を身につけるコーナー、見

方、考え方、深めよう、確認など多数あります。これらに

従って、地理の勉強をしていくと、実際の実生活と地理の

内容がうまく学習し得る。そういうふうな教科書ではない

かと思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。 

  小関委員。 

○小関委員 私も何社か比べてみました。その中でどういう

視点で比べたかと言いますと、学習指導要領で改定された

部分です。日本のさまざまな地域の地域調査の手法という

ところが、評価で知識及び技能を身につけることになって

いるので、注目して、比較して見てみました。 

  帝国書院が練馬区大泉、日本文教出版が京都市伏見区、

東京書籍が高知市、そして教育出版が名古屋と、各社独自

に扱っているところだと思うのですけれども、やはり東京

の足立区の子どもが使うということであると、この辺に差

が出てきてしまうかなと、私は思いました。 

  そしてもう１つ、日本の地域的特色と地域区分の扱いが

変わって、地域区分は同じく知識及び技能を身につけるこ

とになっているのですけれども、地域区分を分かりやすく

比較できたのは、帝国書院と東京書籍でした。帝国書院は

キャラクターの発言から例が提示されていて、技能の定着

という点をすごく意識し、生徒自ら取り組んでつくったと

いう形を取っているのがすばらしいと思いました。 

  あと、全ての単元で本文の流れと写真、図との関連が非

常に分かりやすいです。それと学習の流れがとても分かり

やすく、最後のまとめのところを先ほどから申し上げてい

ますように、評価との関係、知識、そして思考力、判断力、

表現力の視点で、しっかりまとめられています。 

  それと、技能を磨くことが重要です。技能を磨くという

点で、ＱＲコードでの地図やグラフ、そして地域の調査で

は技能の視点に重点を置いているという点が良いと思い

ました。 

  先ほど河本委員からありましたように、日本文教出版が

すごいと思ったのは、学習指導要領で見方、考え方が、と

ても大事になっておりますが、その見方、考え方が１時間

ごとに入っています。これは他社にはありません。 

  これは子どもが勉強していく点ではとても良いと思い

ましたが、総合的に判断し帝国書院を推したいと思ってい

ます。 

○教育長 ありがとうございました。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私も帝国書院が良いかなと思っております。各

章末の振り返りが問題形式になっていて、ちょっとそれは

私的には良いという感じを受けました。 

  あと、やっぱり本全体が見やすくて、写真もすごく多く

てきれいなのですけれども、地図もすごく見やすいので、

その点を考慮して、帝国書院にしたいと思います。 

○教育長 ありがとうございました。これは大分意見がまと
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まりつつある教科、科目かなと思うのですけれども、やっ

ぱり地理的な見方、考え方というのに一貫しているなとい

うのがこの帝国書院なのかなと思います。 

  今、小関委員からもありましたけれども、一貫している

というのは非常に重要なことで、あとの科目でも出てくる

のでしょうけれども、何々的な見方、考え方というのはや

っぱりあって然るべきだと思うし、それは子どもたちの思

考で、それはいいと思うのか、あるいは違う見方もできる

のかということも一緒に考える、そういう教科書だという

ふうに思います。 

  近藤委員、いかがですか。 

○近藤委員 そのような見方というのができると思います

けれども、やはり日本文教出版は小関委員も言っていまし

たけれども、こちらのほうでも生徒や人間の写真、キャラ

クターのイラストが多く用いられて、彼らの会話を通じて

地理的学習の内容に入っていく。このような大変アットホ

ームなページになっております。 

  ですから、私はやはりこのアットホームな雰囲気という

のは足立の中学生に向いているのではないかと思ってお

ります。 

○教育長 ありがとうございました。ほか、意見いかがでし

ょうか。よろしいですか。 

  それでは教科、社会、種目、地理的分野について採択い

たします。同じように１人１回だけお願いします。 

  最初に東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  続いて、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  続いて、帝国書院を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。４。 

  続いて、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。１。 

  ということで、帝国書院を採択することに決定いたしま

す。ありがとうございました。 

  次に教科、社会、種目、地図について、審議いたします。

発行者は東京書籍、帝国書院、以上の２社です。ご準備を

お願いします。 

  ご意見をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

小関委員。 

○小関委員 先ほど、地理が帝国書院に決まりました。地図

とリンクしているところも大いにあると私は思っていま

す。 

  地図帳と言っても、教科書ですので、同じものとして取

り扱っていかなければならないと考えます。今年から判が

大きくなって、とても見やすく、全体を把握しやすいと思

っています。 

  防災だとか領土の資料なども充実していて、これはぜひ

とも帝国書院でお願いしたいと思っています。以上です。 

○教育長 近藤委員。 

○近藤委員 私は東京書籍を推薦いたします。理由は地理、

それから世界と現代的な諸課題、その他気候ですとか生活、

文化、産業、貿易、資源、エネルギー、これら多数の必要

な事柄を相互に関連づけて見て、考えられるような、多元

的な構成になっている地図だと思います。 

  地理を念頭に多くの関連した事柄をそのように学べる

ということは、見て、学ぶレベルで非常に使いやすい地図

になっているのではないかと思います。 

  以上が私の東京書籍を推す理由です。 

○教育長 なかなか一致しないものですね。 

  こちらはいかがですか。河本委員。 

○河本委員 やはり私も帝国書院の地図が良いと思ってい

ます。明らかに違うページで言いますと、日本全体の地図

を示したページです。東京書籍のほうは見開きで、全体の

一番最初です。帝国書院は一番最初に日本に学習が移った

ときに、日本全体を写したページがあり、色使いが良いで

す。私は帝国書院の地図が、山脈などの地形にしても、県

境などの線、それから県や記入してある字についても見や

すいと思います。 

  地図は、その都度目から入ってくる情報がほとんどです

ので、こういった色使いや、分かりやすさを重視すべきと

思っています。 

○教育長 ありがとうございました。今同じところを見比べ

ているのですけれども、ご意見いかがですか。 

 見やすさというところで、大きさも違うのですけれども確 

かに差があります。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私も、やはり見やすさという点で圧倒的に帝国

書院がいいかなと思っております。それと小関委員も言い
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ましたけれども、地理の教科書とリンクできるというのも

大きな材料かなと思います。 

○教育長 ありがとうございました。これも何か意見が分か

れていますけれども、ほかご意見いかがですか。よろしい

ですか。 

  それでは教科、社会、種目、地図について採択いたしま

す。 

  最初に東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。１。 

  続いて帝国書院を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。４。 

  よって、帝国書院を採択することに決定いたします。あ

りがとうございました。 

  続いて歴史に参ります。教科、社会、種目、歴史的分野

について審議いたします。準備お願いします。 

  発行者は東京書籍、教育出版、帝国書院、山川出版、日

本文教出版、学び舎、育鵬社、以上７社です。ご意見あり

ましたらいかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は帝国書院を推薦いたします。全体が２部構

成になっておりまして、１部のほうでは大きな歴史の流れ

と時代区分に触れ、また学習の仕方、すなわち歴史の調べ

方、まとめ方、発表の仕方などについて述べられておりま

す。よい全体の見通しが持てる配慮がなされております。 

  そしてその１部の理解に基づいて、第２部では各章内の

タイムトラベル等で、その時代の社会の様子が視覚的に提

示される、２ページの見開きになっているんですよね。こ

れを生徒が見て、その各章でどういったことが語られるの

かということが、まず視覚的に興味深く理解でき、その時

代の人々の生活が感じ取られるような仕組みになってお

ります。その後の記述は、それがあるために大変分かりや

すくなっています。 

  そして、記述全体はアジア、アメリカ、ヨーロッパとの

関わりの中で、日本の社会が描写されます。現在の社会で

すから、日本だけを見て理解するということは難しく、世

界との関わりの中で日本の歴史が語られるということに

なります。アイヌや沖縄等に関しても、その流れの中で語

られております。その他いろいろなコラム等がたくさん入

っておりまして、詳細にわたる学習が可能になっておりま

す。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。 

  小関委員。 

○小関委員 ７社ございますけれども、本当に興味深く読ま

せていただきました。 

  山川出版は高校につながる教科書ということで、大変内

容が詳細に書かれていて、教材も豊富です。育鵬社に関し

ましては、豊富な教材、地域事例等々、非常に特徴があっ

て、情報量が多くて分かりやく書かれてはいるのですけれ

ども、足立区の生徒の実態からすると、なかなか全て消化

していくことはとても難しいと私は思いました。 

  また、歴史的分野の目標の１つに、「課題を主体的に追

究」となっているんですね。課題を主体的に追究、解決し

ようとする態度を養うということです。そのためには各社

ともに年表、図や写真などを使って、知識の確認、さらに

話し合いによる課題解決型のまとめをしているところな

のですけれども、私はその中でも、東京書籍が探求課題の

扱いについてはとても力を入れて、そしてまとめについて

も特徴が出ていると思っています。 

  どういうことかと申しますと、章ごとに探求課題の提示

があり、探求のステップの記載、章の学習を振り返ろうで

基本と基礎をまとめながら、探求のステップを確認して、

課題の解決を図ることができる構成になっています。 

  さらに東京書籍はまとめの活動、つまり、子どもたちは

最後どういうふうにこの事態を分析してまとめていった

らいいか、クラゲチャートや、Ｘチャートといった、思考

のツールを提示しています。これはほかの教科でも使える

内容なのかと思っています。どうまとめて、どうこの事態

を解決していったらいいだろうと子どもたちが分からな

いということが起きますので、この思考ツールが使えるこ

とは、とても大きなことだと思います。 

  あと、学習課題、チェック、そこからトライの見開きで

２ページになっています。全てにわたって見方、考え方は

書いていないのですが、必要なところで比較、関連、推移

の部分から、見方、考え方も書いてありますし、豊富なデ

ジタルコンテンツもあります。私はこの歴史分野では一番、

探求をやってもらいたいと思っていますので、東京書籍を

推薦致します。以上です。 

○教育長 今、小関委員から幾つかの教科書の特徴を頂いた
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中で、育鵬社については情報量が多いよという話がありま

した。中身を見ると、歴史ビューとか、歴史ズームイン、

多角的な視点で歴史を見直すとか、あるいは歴史新聞をつ

くろう、もう１つ私の歴史博物館をデザインしてみよう。

非常に豊富な解説とそれからいろいろなツールを入れて

いると思うのですけれども、これは時間の中で消化するの

は難しいとお考えですか。 

○小関委員 はい、思います。やっぱり足立区の実態、子ど

もたちの状況からすると、時間的なもの、それから生徒の

解析する力、理解する力等を含めて、情報量があれば、あ

とでそれを読んでくれるかというところを期待したいと

ころですけれども、なかなかそうはいかない実態がござい

ますので、その辺は考慮してあげたいと思っています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかにいかがですか。

河本委員。 

○河本委員 私は日本文教出版が良いと思っています。 

  実は先ほどの地理と同じで、帝国書院と日本文教出版と

どちらも惹かれる部分はとても多かったです。両社とも、

小学校で学んだ歴史を振り返ることから始まります。ただ、

その内容が、日本文教出版のほうがより丁寧だなと思いま

した。 

  それから先ほど地理のところでも申し上げたのですが、

やはり１ページ見開きで１時間で終わる内容となってお

り、そのレイアウトが圧倒的に分かりすいものになってい

ると思います。 

  また、随所に小学校という振り返る語句が下にきちんと

あって、小中連携を意識しているつくりにも魅力があると

思います。 

  先ほど小関委員の東京書籍の探究型の活動が多いとい

うお話でしたけれども、日本文教出版も振り返りで読み取

って、考えながら活動するというところに重点を置いてい

て活動量も豊富だと思います。また、チャレンジ歴史や歴

史を掘り下げるといったところでは、歴史がとても好きな

子も、もっとより深く学ぶにあたって、とても良い題材が

豊富な印象があります。 

○教育長 ありがとうございました。今「圧倒的な」という

言葉があったのですけれども、私もこの教科書、日本文教

出版を見て、チャレンジ歴史、あるいは歴史を掘り下げる

というところ、それから小学校の連携などに非常に興味を

持ったところです。ほかいかがでしょうか。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私は東京書籍と日本文教出版のどちらにしよ

うか、すごく迷いました。確かに日本文教出版のほうは小

学校からの振り返りから入れるところもすごくよかった

し、終わった後のまとめでもしっかり振り返りができるよ

うな気がします。 

  でもやっぱり東京書籍の自分で考えてまとめる方法と

いうのがすごく良い、それも捨て難いなという気もしてお

ります。 

  あと、年表が日本文教出版のほうがページの右端で、東

京書籍は下にあるのですが、右端にあるほうが多分そのペ

ージをいきなり開くときには開きやすいのですけれども、

下にあるほうが勉強中に頭に入ってくるのではないかと

いう気がして、年表に関しては東京書籍のほうが使いやす

いと感じます。 

○教育長 ありがとうございます。非常に分かれていて、こ

のまま手を挙げることになるとどういうことになるのか

なと。まずじっくり考えていただいた内容だと思うのです

けれども、「いや、こっちだ」という方がいらっしゃれば、

ご発言いただきたいと思うのですけれども。 

  この次に採択する公民とのバランスを考えてどうかと

いうことも考えると、日本文教出版は公民との接続にかな

り私は力を入れているのではないかなと思って、小学校だ

けではなくて、そういったところも学習指導要領的にどう

かなと考えています。ほかにご発言どうですか。よろしい

ですか。 

  それでは、最初に東京書籍を採択することに賛成の方の

挙手を求めます。１。 

  続いて、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  続いて、帝国書院を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。１。 

  続いて、山川出版を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  続いて、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。３。 

  続いて、学び舎を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 
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  続いて、育鵬社を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  よって、日本文教出版を採択することに決定いたします。

ありがとうございました。 

  次に教科、社会、種目、公民的分野について審議いたし

ます。発行者は東京書籍、教育出版、帝国書院、日本文教

出版、自由社、育鵬社、以上の６社です。ご意見お願いし

たいと思います。 

  河本委員。 

○河本委員 先ほどから同じことを申しますが、日本文教出

版の１ページの流れが、学習を進めるためにはとてもよい

配列になっていると思います。 

  また、そのほかにも先ほど歴史のところで小関委員が発

言されたシンキングツール。子どもたちがまとめる活動の

中に、社会人になって必要なクラゲチャート、Ｘチャート、

フィッシュボーンチャートなどを使う場面が多くあるの

ですけれども、そこに重点を置いて考える活動、問題解決

に向けた手法を多く取り入れているというところも魅力

の１つだと思います。 

  また、まとめについても、章ごとや編ごともそうなので

すけれども、地理、歴史、公民と３年間を通して、そして、

最後３年生の時にまとめあげる点で良い教科書ではない

かと思っています。 

  また、中身なのですけれども、全８項目の「明日に向か

って」というものがあるのですけれども、大変身近な内容

で、例えば「１５歳はおとな？」なんていう選挙権につい

ての発問なのですけれども、子どもたちに身近な内容が一

番詰まっている教科書と思っていまして、日本文教出版を

推薦します。 

○教育長 先ほど申し上げたように、歴史と公民って非常に

近いところにあるので、先ほど申し上げた日本文教出版を

私としては推したいと思っています。 

  中でもシンキングツールについては、各社ともいろいろ

なことを用意しているのですけれども、ここが一番分かり

やすくて、意見を整理して活用してくというところがまと

まっているような気がします。また、ほかでも取り上げて

いるのですけれども、新聞を使ったＮＩＥの話とか、そう

したところも、一番深く広げているのではないかと思って

います。 

  ほかいかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私も歴史的分野で帝国書院を推しました。です

からということではないのですが、公民も帝国書院が大変

良いため推薦いたします。 

  まとめて言いますと、読み手、生徒への学びの促しとい

うのが、各部、章、節、そしてページ単位でもあり、非常

に丁寧で興味を引く工夫がふんだんになされていると思

います。 

  もう少し詳しく言いますと、例えば各部、または単元の

前で２ページの見開きのイラストの「学習の前に」が置か

れて、それをまず見て、これから何を学ぶのか見通しが立

てられる、興味が湧いてくる、そういうつくりになってお

ります。そして章、節の最後では振り返りが入ってまとめ

られる。大きくはこのような仕組みになっております。 

  それだけではなくて、各節の本文では、学習課題の問い

かけで始まり、確認しよう、説明しようの促しというのが

２ページごとに規則正しく繰り返されています。見通しを

持って、この２ページで何を学んで、どんなことを身につ

けていくか。予測させることが学習効果を上げることにつ

ながると思います。 

  そしてこれらの配慮に加えて特設もあります。対話的な

学び、深い学びのために、多くこれが取り入れられて、対

話や生徒間での深い学びを促す。そういう機会がふんだん

に提供されております。 

  その他イラスト、写真、図、グラフとバランスよく配置

されていて、大変視覚的にも学びやすい配慮がなされてい

ると思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。小関委員。 

○小関委員 ６社本当に楽しく読ませていただきまして、興

味をいろいろな点で持ちました。本当に情報が豊富で、資

料が詳しくて、とても分かりやすく書いてあるもの、いろ

いろあります。 

  ただ、やはりデジタルコンテンツがこれからの時代、先

ほどの冒頭に申し上げましたように、この辺を念頭に置い

ているかということは重要だと思います。 

  それから、新しい学習指導要領で新しい内容項目の、人

工知能の急速な進化、そして社会生活における職業の意義

と役割及び雇用と労働条件の改善、そして先ほどもありま
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した１８歳の選挙権の件、それと領土権の問題について比

べてみました。 

  その中で、私は先ほど歴史では東京書籍を推したのです

が、こちらの公民では日本文教出版を推したいと思ってい

ます。学習の課題の見方、考え方、アクティビティまたは

公民プラスアルファ、深めようで最後までまとめて１時間

というところで、とてもこれは分かりやすいと思いますし、

分かりやすい内容をキャラクターの発言、写真、グラフ、

そして抽象的な事象を分かりやすく図示するなど、資料が

他社と比べても、私は分かりやすいと思いました。 

  それと、先ほど、東京書籍のときにも申し上げましたよ

うに、学習の整理と活用の部分で、シンキングツールとい

うのはとても大事なものだと思っていて、日本文教出版の

公民の中ではシンキングツールを使ってみようというこ

とで、フリーカード法とかフィッシュボーンチャートだと

か、ピラミッドチャートだとか、ＰＭＩシートとかですね。

こういうのを活用しながら、自分たちが勉強してきたり、

あるいはまとめようとしたときに、どういうふうに分析を

していったらいいかと。これは大人でもやっていることな

ので、今のうちから中学生も分析にはこういう手法を当然

活用していかなければいけないと思っておりまして、社会

科のどの分野でも入れていく必要があると私は強く思っ

ています。 

  そういう点では、公民でもこうした形で分析をしていく

という手法を先生とともに勉強してもらいたいと思って

います。 

  あと、この日本文教出版は１８歳の選挙権を見据えた編

集ということでこれをうたって大きな流れになっており

ますので、その辺も選択の１つになっている要素でござい

ます。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか、よ

ろしいですか。 

  それでは採択に行きたいと思います。それでは教科、社

会、種目、公民的分野について採択いたします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  続いて、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  帝国書院を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

１。 

  続いて、日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。４。 

  続いて、自由社を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  続いて、育鵬社を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  よって、日本文教出版を採択することに決定いたします。

ありがとうございました。 

  １時間２０分過ぎましたので、ここで休憩を入れたいと

思います。５分間というと半端ですか。２時２５分再開に

したいと思います。お疲れさまです。 

 

（休憩） 

 

○教育長 数学から再開しますので、よろしくお願いします。

ご準備よろしいですか。それでは再開したいと思います。 

  次に教科、数学について審議いたします。発行者は東京

書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、啓林館、数研出

版、日本文教出版、以上７社です。ご意見を頂きたいと思

います。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は数研出版を推薦いたします。この教科書は

一言で言いまして、身近な事例を引いて、まず分かりやす

く入っていく。そして最終的に生徒が学んだことをまた、

そういった身近な例に戻していくというような、大変ダイ

ナミックな構成になっております。 

  もう少し詳しく言いますと、各単元の後には確認問題、

各章の後にはＡＢ問題という章のまとめが置かれていて、

巻末のチャレンジ編では確認テスト等が置かれておりま

す。そして生徒の学習活動に関しましても、生徒の生活の

身近なところから題材を取って、データなどが扱われてお

り、統計概念なども本当に分かりやすく、説明されており

ました。そして、さらに登場人物の生徒がポイントを話し

合うような工夫もされていて、生徒が考えていく道筋とい

うのが立てられております。そしてそのほか、別冊の探求

ノートで学んだことから生じる新たな疑問に関して考え

ることが養成されるという仕組みになっております。 

  つまり、学びがそこで終わっているのではなくて、さら
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に発展させていくという要素を大変強調しております。子

どもたちが興味を持って学び、また学んだことを現実の世

界に返していくというような深いダイナミックな構成、こ

れが、私がこの数研出版を推薦する理由でございます。以

上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 元数学の教員としては、非常に決定するのが苦

しいところで、さまざま考えました。 

  まず、現在使われている東京書籍の教科書、そしてそれ

と比べて分かりやすいなと思った教科書に絞って検討し

ました。 

  まず、現在使っている東京書籍なのですけれども、学習

指導要領の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善に向けた内容が、どの教科書にも含まれているのです

けれども、東京書籍はその特徴が非常に出ている教科書だ

と思いました。 

  そして数学科の目標の１つである数学的活動の楽しさ、

数学のよさ、一貫して粘り強く考えて、数学を生活や学習

に生かそうとする態度や、問題解決の過程を振り返って評

価改善しようとする態度の育成など、課題解決型の学習の

流れがとても意識されたつくりだと思っています。 

  字の大きさや行間もゆったりしていて、とても見やすい

上、図も大きくて、教科書に書き込みやすいという点もご

ざいます。 

  そして章のまとめの問題、ＡＢ問題、それから補充の問

題、そういったところも豊富にあるということで、本区で

も長く使われている教科書ですので、他区、他教科に比べ

て、今デジタル教科書をどの教科でも使っているのですが、

数学で使われている頻度がとても高い教科書かなと思っ

ています。 

  そして、もう１つ先ほど言いましたように、生徒にとっ

て分かりやすいと思った教科書が、めあての書いてある大

日本図書。そして、中でもということなのですけれども、

今、小学校で使われているのは教育出版なのですが、小中

連携の視点ということも考えて、分かりやすい、とても理

解しやすいという点で教育出版が良いと思っています。 

  教育出版は、新しい章に入る前に既習事項の確認ができ

るような内容が入っています。レッツトライの導入解説の

流れでも、右側に帯があり、多分間違えるだろう、分から

ないだろうという思われる部分にヒントが豊富に出てい

て分かりやすいということ。それから、例題の解説も丁寧

であり、生徒が１人で読み進めていくことができるなとい

うところ。それから、間違いの例がとても多く入っていて、

こんな間違いをします、気をつけてくださいという内容が

豊富であると。 

  それから章のまとめ、振り返りがあって、巻末にも学び

のマップということで前の学年で学んだことを振り返る

というのがあります。 

  ただ、私がちょっと気になるのは、右側の帯があるため

に、その帯のために字が詰まっていたりとか、問題も全て

の教科書の問題を解いてみたのですけれども、教科書への

書き込みが少ししづらいと感じましたけれども、今回、私

の採択の一番の視点としては、長年足立区の課題になって

いる数学の基礎、基本の定着。これがなかなか図れないと

いうこともあって、生徒が自分で勉強していく上でも分か

りやすいということを新たな視点に加えて、東京書籍は心

残りがあるのですけれども、教育出版を選択することにし

ました。 

  ただ、分かりやすいから定着するということでもありま

せん。まとめもしっかり書いてあって、非常に子どもが見

ていく分についてはいいのですけれども、まとめというの

は与えられるものではなくて、自分でまとめてみないとし

っかり頭に入らないということもございますので、そうい

った点は数学の先生方は考えてやっていただけるなと思

っていますが、注意していただきたい。そして、もし東京

書籍からこちらに変わるようなことになった場合には、先

ほど申し上げましたように、小学校が教育出版ですので、

小中連携の視点からぜひデジタルコンテンツの共有化を

進めて欲しい。同じ教科書ということであれば、小学校で

学んできたことをそのまま中学校でも生かせるというこ

と。それから非常に分かりやすい。今回はそこに焦点を当

てて、こちらを選ぶことにしました。よろしくお願いしま

す。 

○教育長 今、小関委員からあったのですけれども、私もい

ろいろ悩んだのですけれども、大日本図書の「もっと数学

の世界へ」ってあるじゃないですか。足立区の子どもは数

学を苦手にしていて、問題が解けないというもどかしさも
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あるかもしれないけれども、そうではなくて数学の楽しさ

とか、こんなことに使われたら、もっと生活が便利になる

んだとかいうところを見せてあげるというのも１つある

のではないかなと思うのですけれども、その辺いかがです

か。この「もっと数学の世界へ」というところなのですけ

れども。 

○小関委員 先ほども申し上げました、分かりやすいという

点だとか、今教育長がおっしゃったような点で、大日本図

書の教科書はとても配慮がされている教科書だと思って

います。 

  教育出版と大日本図書、私もどちらを取るかということ

で悩みました。とても見やすく分かりやすいという点では、

大日本図書も捨て難い教科書だと思っているところなの

ですが、先ほど申し上げましたように、自力で自学学習を

進めていくということを考えた場合に、どっちとなった場

合には、教育出版のほうかなと思います。どの教科書も新

単元を学ぶ前に事前の学習もあるし、最後学んだ後にも確

認ができる構成にはなっていますけれども、一番強調され

ているのが、教育出版だと思いました。以上です。 

○教育長 ほかいかがでしょうか。よろしいですか。 

  河本委員。 

○河本委員 今、３社お名前が上がっていると思いますが、

まず数研出版については、やはり探求ノートという分冊が

ついているんですね。やはり分冊を同時に持ち歩くという

のには抵抗を感じます。 

  それから大日本図書。こちらは、章の頭のところのペー

ジがどこの章を見ても、本当に身近な生活にある空間や目

にできるものから、数学と結びつけてひもといていく。そ

んな導入はとても惹かれるものがあります。構成を見ても

かなりシンプルなので、読み進めやすいという利点はある

と思います。 

  ただ、教育出版の先ほど小関委員の言っていた右側の帯

なのですけれども、私も章の頭から、ずっと生徒の気持ち

になって解いていってみると、例えばつまずくであろう場

所、それからここでもう一度補充しておかなければいけな

い場所に即座に飛べるような仕組みづくりがある。これは

魅力的な教科書であると思っています。 

  大日本図書も、教育出版も特徴がしっかりあって、どち

らも良い教科書だとは思っています。 

○教育長 浅井委員。 

○浅井委員 私も大日本図書の「社会にリンク」というとこ

ろで、仕事の中の数学とか、そういう、数学っていろいろ

なところにあるんだということがとても面白く読めるコ

ーナーがあって、すごくいいなと思いました。 

  ただ、自分自身、あまり数学得意ではないのですけれど

も、自分自身が読んでいて分かりやすさという点ではやは

り教育出版かなという気がします。 

  あと、やはり小学校との連携ができるので良いのではな

いかなという気もしています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかに、よろしいです

か。 

  では、ないようですので、それでは教科数学について採

択いたします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  大日本図書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。１。 

  学校図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０。 

  教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

３。 

  啓林館を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０。 

  数研出版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

１。 

  日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  よって教育出版を採択することに決定いたします。あり

がとうございました。 

  次に、教科、理科について審議いたします。ご準備お願

いします。 

  発行者は東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、

啓林館、以上５社です。ご意見お願いいたします。いかが

でしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は東京書籍を推薦いたします。その理由は、

一貫して理科の全ての領域を科学として捉えて、科学的な

描写と方法を用いております。これは生徒たちにいろいろ

な物事について科学的に見るという、そういう力をつけさ
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せるものだと思っております。 

  まず最初に理科室の使い方から、問題の発見、観察や実

験などの科学的な実行方法、結果や考察の書き方、考え方

などを生徒は自分たちで、この教科書を見ながら、主体的

に身につけることができる。そのような構成になっており

ます。 

  さらに自らの観察や実験の結果を振り返り、考え、生徒

たち同士で話し合って学習を深める。このような主体的な

活動が促される構成でもあります。 

  このように、科学的な方法、考え方、表現の仕方が分か

りやすく、一貫してそれぞれの領域で表現されており、そ

れを実践していくことによって科学的な物の見方、方法が

身につく。そのように記述されております。 

  これが基本的な東京書籍を推薦する理由なのですけれ

ども、そのほか見やすさ。字が大きいですとか、イラスト、

写真が豊富に用いられて、理解を助け、読みやすいと思い

ます。また、理科等はＱＲコードがしっかりしているとい

うのが非常に重要だと思いますけれども、ＱＲコードやＵ

ＲＬとか多く配置されて、生徒たちがより深い詳細な学習

をする手助けになるように配慮されている教科書だと思

います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。東京書籍だけ形が違う

んですよね、この理科の教科書。この辺は実際に学校で使

うときはどうなんでしょう。使いやすいのか、使いにくい

のか。 

  河本委員。 

○河本委員 私も、この大きさはちょっと最初戸惑いました、

１社だけ。大体がＡＢ判の中、Ｂ５の長い判と言うんです

か。初めて見るようなサイズの形でした。 

  ここもやっぱり区民アンケートでも多く触れられてい

て、このサイズはどうなのかという意見もたくさんありま

した。また、中には手で押さえていないと閉じてしまうと

いうご意見もあったかと思います。実際に試してみたので

すが、確かに最後のほうのページになると、折り目をつけ

ないと閉じてしまうということがあると思います。ただ、

それはほかの会社のＡＢ判の教科書でも、後半に行けばし

っかり折り目をつけていないと裏表紙が閉じてしまうと

いう現象は同じだったと思います。 

  大きくなっただけに、細胞の大写しの写真であるとか、

見開きの１ページにしっかりと実験が最後までまとまっ

て載っているという利点のほうが大きいと私は思います。 

○教育長 ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 また学習指導要領の話になるのですけれども、

理科の３つの目標というのがあるのですが、その３つの目

標の中に全てにわたって「科学的に探求する」という文言

が入っています。各社特色を出しながら、自然の事物、そ

れから現象への理解と関わりと観察、そして実験で、科学

的に探求することを取り入れているのですけれども、幸い

足立区の中学生というのは、観察したり、実験したりとい

う、作業的なことで大好きです。観察、実験を通して課題

解決の流れを学べると思っています。 

  東京書籍は一貫して、この探求に関してはとても力を入

れていると思っていまして、他の教科でも私は先ほど社会

科でも探求ということで東京書籍を選んだのですけれど

も、特に理科では探求をしていくということが最も求めら

れていることと思っています。 

  授業、教科書で探究的な学習の流れが見えますと、とて

も分かりやすいと思います。探求というのはどういうこと

をしていくのか、どういうふうに学んでいくのか。ただ知

識、理解だけではなくて、やっぱり自分なりにこういう流

れで、みんなと相談しながら実験していくと。あと、まと

めていくということが、これからの学習では必要になって

きますので、そういった点をこの理科の学習を通して、勉

強ができると思っています。 

  そして学習内容を定着させるということで、まとめ問題

というのが各社入っているのですけれども、適度な量と、

私は思っています。他の教科書は本当に問題が多くて、解

説も詳細にわたっているのですが、とてもこれはやり切れ

ないと思います。 

  私は個人的には理数系なものですから、理科的な興味を

引くという点では啓林館はとても詳しく書いてあって、読

み物としてとても面白かったと思っています。それから多

分理科が嫌いな子たちは一番嫌な化学式の表し方等につ

いても具体的で細かく丁寧に書いていますので、区が違え

ばこっちを選んだと思います。ただ、適量であり、子ども

たちが消化しやすいという点では、足立区の子どもにとっ

て良い教科書と思っています。 
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  先ほど判が大きくなったという話なのですけれども、や

っぱり字が大きくなって、写真もとても見やすいという点

もありますし、私は東京書籍を推したいと思っています。

以上です。 

○教育長 今、小関委員からちょっとだけお話があった啓林

館なのですけれども、私は、これが情報量が豊富で読んで

いて面白いなと思ったんです。これから理数教育という中

に興味を持たせる入り口のところということでは、この教

科書は写真も大きくて、色的にも鮮やかだし、中身もボリ

ューム的に豊富だと思うのですけれども、いかがでしょう

か。 

○小関委員 いや、個人的には本当に面白いなと思います。

問題も最後のほうに量がかなり多くて、読み解いていくよ

うなステップアップの問題が入っていて、理科の問題って

最近の都立の問題もそうなのですけれども、ただ、知識・

理解の単語を入れていくような問題ではなくて、長い文章

を読み取って実験内容を把握していかなければいけない

ものになっています。啓林館とほかでもあった読み解く問

題はとてもすばらしいと思ったのですけれど、先ほども申

し上げましたように、量が多く、ぱっと見て「やり切れな

いな」という思いをさせることは、今、理科嫌いというの

が出ていますけれども、先ほども申し上げた実験だとか観

察だとかを通して、せっかく理科を好きにさせるような取

組をさせながら、とてもじゃないけれどやり切れないとい

う思いをさせるのはちょっと苦痛かなと私は思います。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 この東京書籍の教科書の形状について、今お話

が出ておりましたが、先ほど私は、まず東京書籍は全ての

領域を科学として捉えて、そしてそれを教科書としてつく

り上げているという話をさせていただきましたけれども、

科学というのは、皆さん方も御存じのように、４つの段階

で通常描写されます。方法、実験、そしてその結果、最後

に考察なんですよね。これは幅広いものですと、かなり横

に伸びていってしまいます。 

  でも、今言った４つの領域をうまく見開きで記述してい

ます。そのため、少々狭いもののほうが上から下へ、下へ

と読みやすいつくりになっているのではないかと思いま

す。私はこれを見ていて、そういう科学的な描写をする教

科書というのは大変適切なのではないかなと思っており

ます。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。よ

ろしいですか。 

  ないようですので、それでは、教科、理科について、採

択いたします。また挙手をお願いいたします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。５。 

  念のため、大日本図書を採択することに賛成の方の挙手

を求めます。０。 

  学校図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０。 

  教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０。 

  啓林館を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０。 

  よって、東京書籍を採択することに決定いたします。あ

りがとうございました。 

  次は音楽、一般です。準備よろしくお願いします。 

  次に教科、音楽、種目、一般について審議いたします。

発行者は教育出版、教育芸術社、以上２社です。ご意見お

願いいたします。いかがでしょうか。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私は教育出版が良いかなと思っております。Ｑ

Ｒコードがすごく充実していて、動画付で歌が聞けたり、

あと、身近で見ないようなアジアの楽器とか、そういう楽

器の音色がＱＲコードから自由に聞けるというのがとて

も大きいなと思いました。 

  また、学校に来られないようなときでも、自宅で歌を勉

強するということもできやすいのではないかなという意

味で、私は教育出版を推薦したいと思います。 

○教育長 ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。

小関委員。 

○小関委員 教育出版のＱＲコードというのは本当に魅力

があると思っていて、自宅で音楽の練習とか歌の練習とか

というのも、とてもしやすいと思います。 

  このコロナ禍ですので、今、各学校を回っても、合唱の

練習ができないですが、足立区の音楽の授業のメインは合

唱だと思います。現在はできないので、鑑賞も多いです。

私は教育芸術社を推したいと思っています。 
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  それはなぜかと言うと、教科書の最初のこのページに書

かれているように、中学校で習う内容は表現と鑑賞です。 

  表現はもちろん歌、歌唱、それから創作。鑑賞は鑑賞で

す。その２つの内容について思考力、判断力、表現力、そ

して知識、理解を評価していくのですが、その評価の内容

が各項目、単元で勉強する内容と、分かりやすくリンクさ

れています。 

  これがなぜすばらしいことなのかと言うと、子どもたち

が、音楽の教科で、自分はどういうふうに評価されている

かよく分からないところがあったりするので、音楽の力を

どういうふうにつけていけば評価が変わっていくのか、と

ても分かりやすいと思います。 

  それと音楽の先生にとっても、こういう形で表されてい

ると、子どもをどう評価していくかとても分かりやすいと

思っています。 

  このリンクは、教育芸術社の一番推しているところと私

は思っています。 

  それから、日本の昔からの歌が何個か入っていますが、

その辺についての扱いも丁寧です。 

  あと、合唱コンクールの話を先ほどしましたけれども、

楽譜をいろいろなところから選んでくればいいのですが

今現在、合唱コンクールで使われている楽曲の多くが教育

芸術社に入っていて、合唱コンクールもしやすいのかなと

思っているところです。以上でございます。 

○教育長 ありがとうございます。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は教育出版を推薦したいと思っております。

と申しますのが、非常に分かりやすいところから行きます

と、表紙のデザインが大変芸術的で音楽の教科書にぴった

りだと思います。 

  そしてさらに分かりやすいのが、教科書のタイトルです

けれども、「音楽」だけではなくて「音楽のおくりもの」

というふうになっております。やはり、芸術というのは私

たちに何かを伝える、贈ってくれるものだと思うのですが、

そのようなタイトルになっているということは、内容とも

呼応するものではないかなと思います。 

  そして、目次が「うたう」「つくる」「きく」という３

つの中心的な活動に分かれていて、非常にどこで何をする

のか分かりやすい、図式化されたものになっております。

そしてその学ぶべき活動のところは円で囲われていて、そ

こに学びの狙いですとか、学習する曲や活動。これは当然

ですけれども、学習を生かして、この今学んでいることと

比べる曲とかというのも示されております。 

  そのようにこの曲を学びながら、どのような活動がなさ

れるのかというところまで、全ての教材に関して書かれて

おります。そこで学んだ後で、ほかの生徒と話し合ったり、

発表し合ったり、交流するというようなコーナーもついて

おります。 

  このように、やはり音楽を通して私たちは自分の感性を

磨き、深め、それをほかの生徒たちと共有していく。その

ように１つの贈り物、芸術作品として届けてくれていると

いうことが伝わってくる教科書になっているのではない

かなと思います。以上です。 

○教育長 歌うということに関して言えば、芸術社のほうは

マイボイスということで、自分の歌声を見つけようとか、

あるいは中学生はちょうど声変わりのときですから、変声

期について扱ったりしていて、その点では教育出版は歌う

ための準備ということで、あまり芸術的ではないかなと思

っているんです。ほかいかがでしょうか。 

  どうぞ、河本委員。 

○河本委員 先ほど、合唱曲が多く載っているのが教育芸術

社だということでしたけれども、例えば指揮についてのポ

イントというのが両社とも載っているのですけれども、教

育芸術社のほうが、１年生にも２年生にも載っている。ま

た、実際の指揮者の人の声が載っているという点も、大き

なポイントだと思います。 

  中学生で合唱をする際に、まず指揮者をクラスの中から

選ぶことから始まるのですけれども、我が子のときを思い

出すと、クラス代表の指揮者を選ぶところから、この大き

な合唱ということに対するモチベーションが上がってい

き、クラス全員の歌声が１つになって、発表を迎えたと思

います。 

  残念ながら、コロナの状況で歌うということに制限がか

かっている今の子どもたち、本当に残念に思います。ただ、

通常の授業が再開されたときに、クラス全員で合唱すると

いうところに重きを置いた教科書の教育芸術社を選びた

いなと思っています。 

  また、昔からの日本の心に響く歌と、それから現代的な
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歌のバランスがとてもいいなというのも、私がこちらを薦

めたい理由の１つです。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。よ

ろしいですか。 

  それでは、教科、音楽、種目、一般について採択いたし

ます。 

  最初に、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。２。 

  続いて、教育芸術社を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。３。 

  よって、教育芸術社を採択することに決定いたします。

ありがとうございました。 

  続いて、音楽、種目、器楽合奏について審議いたします。 

  発行者は教育出版、教育芸術社の２社です。ご意見お願

いいたします。いかがですか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は教育出版を推薦いたします。和洋の楽器、

管楽器、弦楽器が同じ音楽のパートで提示、描写されてい

る。そしてそのあと、より一般的に、それでは和と洋は何

が同じで何が違うかというような議論をして、音楽の本質

に迫っていくような、そんな構成になっております。 

  ただ、最終的に文化を越えたくくりになっていて、その

違いにも注意を向けつつ、何が共通していて何が違うのか

というような、大変文化的に面白い、深い考えを生徒が実

践できるような内容になっております。 

  ＱＲコードもふんだんに用いられて、聞きながら学ぶこ

とができるというような教科書です。表紙も芸術的で、き

れいです。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 先ほどの音楽の教科書と同じように、器楽につ

いても表現、例えば楽器を使った創作などと、評価つまり

思考力、判断力、表現力、知識、技能ですが、例えばリコ

ーダーでは、ギターでは、お琴では、三味線ではというと

ころのリンクがしっかりされていて、分かりやすいと思い

ます。子どもにとっても先生にとっても、どう頑張ってい

けば、力をつけていけば、評価がよくなっていくのかなと

いうのがとても分かりすいと私は思っています。 

  あと、教科書の一番最後のところの楽器の使い方を見比

べてみますと、ギターコード表というのがあるのですけれ

ども、こういうので特に楽器の器楽の本ですので、使い方

が分かりやすいところがとても大事かなと思っていまし

て、それは見比べても結構差があって、教育芸術社のほう

が見た目だけでも分かりやすい、そういう形になっている

と思っています。 

  中身の構成も分かりやすい構成になっていて、教育芸術

社を私は先ほどと同様に選びたいと思っております。以上

です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかいかがですか。よろ

しいですか。 

  それでは、教科、音楽、種目、器楽合奏について採択い

たします。 

  まず、教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。２。 

  続いて、教育芸術社を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。３。 

  よって、教育芸術社を採択することに決定いたします。 

  次に、教科、美術について審議いたします。準備お願い

します。 

  発行者は開隆堂、光村図書、日本文教出版、以上３社で

す。ご意見お願いいたします。 

  どなたかご意見お願いします。小関委員。 

○小関委員 美術の時間というのは、年間で中学校ではどの

ぐらいあるかというと、１年生で４５時間、２年生・３年

生で３５時間です。 

  つまり１週間に１回あるかどうかというところで、時数

としては１週間の間に何回もある教科とは違っていて、１

時間の中にやることをコンパクトにまとめて完結させる

ことが求められます。もちろん、今週やって来週やってと

いうことで、継続していけば１週間に１回ということでも

継続できるわけなのですけれども、なかなか教科書を開い

て丁寧に説明をしていくということができないかなと思

っています。 

  あと、実技ですので、いろいろと絵を描かせたりなど、

作業が重視されている教科ですので、そういう点なども考

えていきたいと思っています。 

  特に、足立区の子どもたちですから、美術だとかそうい

ったものについては非常に興味を持っていて、すごくうま
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く導いていけばしっかり学習していくことができると思

っています。 

  そういう点では、私は日本文教出版を推したいなと思っ

ています。 

  まず、その理由としては教科書を開いていきますと、作

品や写真が豊富に入っていて、非常にインパクトが強いで

す。判も大きくて、私自身めくっていく楽しみ、次、何が

あるんだろうという。そういう楽しみが生まれる教科書か

なと思っています。内容も豊富で興味、関心が持てます。 

  それと、何よりも生徒の作品が２１７点も載っています。

自分たちがつくったものが教科書になっていて、自分もこ

れを目指せばとか、こういうふうにやっていけばいいんだ

というのが、とても分かりやすいと思います。 

  学びを支える資料というのが最後にあって、それを確認

していけば、作業をしていく上でもとてもスムーズに行え

ることになっています。 

  それとあともう１つは１年生、２年生、３年生の学年ご

とに教科書が変わる３冊構成である点です。ほかは２冊に

なっているのですけれども、これだけが３冊構成となって

いることも、私は魅力的だと思っています。 

  ちょっと心残りなのが、光村図書の教科書にはトレーシ

ングペーパーが入っていたりとか、それから紙質の違いに

よって興味、関心を持たせるというところがあり、とても

興味を持ちました。それからＱＲコードなども充実してい

たのですけれども、やはり日本文教出版のほうを、先ほど

申し上げた理由から選びたいと私は思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は光村図書を推薦したいと思っております。

と申しますのが、この光村図書は、本当に芸術の本質とい

うのか、その一番初めのところからアプローチをしている

という、本当にある意味で芸術的な教科書になっていると

思うんです。 

  まず最初に見開きで花ですとか、雲ですとか、雪ですと

か、自然の写真を載せて、「美しい」というタイトルがつ

いています。そもそも美術って美を扱うものですけれども、

つい私たちは絵や彫刻などの、人間のアートを想像してし

まいがちですけれども、美術というのはやはり現実にそこ

にあるものに対する感動から始まる。生徒たちにはそれを

感じ取ってほしいというものがこの教科書には見事に表

れていると思います。その写真の後には、美しいとは何だ

ろうというような根本的な問いかけから始まって、そして

すぐ絵とかに入っていくのではなくて、そこにあるお茶碗

や野菜などの、身近なものを見ながら、それをデザインし

ていく、絵にしていくというような、いわゆる美術への普

遍的なアプローチというのを学生にしてもらいたいとい

うような出版社の意図が込められていると思います。 

  そして実際にただ目で見るだけではなくて、自然のもの

の形や色や重さ、手触り。そういったような感覚を通して

その材料の特徴に私たちが触れていき、それを生かして表

現していく。このようなことを推奨していると思います。

そういったところから生徒の作品が出てきたり、さらには

名作とか世界的な作品へ導いていく。 

  やっぱり深い、また非常に単純なところからこの美術の

教科書がつくられているなと、ちょっと見ながら、自分が

忘れていたようなことを感動とともに思い出すような、そ

んな構成になっていると思います。 

  全体的に、光村図書はセンスが大変良いと思いますね。

絵も写真も美しいですし、版画のところなどは紙の手触り

というのも配慮したりして、そして生徒にそういった触れ

るということもさせたいという意図が見られます。 

  そのような意味で、私は光村図書を推したいと思ってお

ります。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。こちら、いかがですか。

よろしいですか。 

  河本委員。 

○河本委員 先ほど、１年生は１年間に４５時間しかなくて、

週に１回しか、週に１時間しか美術を学べないというお話

がありましたが、確かにこれだけ情報がたくさん入った教

科書を授業の中で全て網羅することは、やはり作品づくり

に割く時間もたくさんありますので、なかなか難しいので

はないかと思います。 

  その点、やはりいかに教科書の中に自分なりの価値や美

を見出していくかということは、評価の対象にできると思

います。私も自分たちと同じ年代の生徒の作品がたくさん

載っていて、しかもその作者のコメントが載っている。そ

んなところもとても楽しく読み進めることができました

し、同じ中学生がこんなすばらしい作品をつくるんだと感
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激しながらページをめくる仕組みは魅力的なため、日本文

教出版が良いと思っています。 

  一番最初はスタジオジブリのアニメーションの見開き

ページから入るのですけれども、今、日本のアニメーショ

ンの背景画というのは世界的にも有名で、一目置かれてい

る芸術であります。そんなところをトップページに持って

きているというところもすばらしいなと思っています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかよろしいですか。 

  ないようですので、それでは採択に移ります。教科美術

について採択します。 

  最初に、開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  光村図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

１。 

  日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。４。 

  よって、日本文教出版を採択することに決定いたします。

ありがとうございました。 

  次に保健体育の審議をいたします。発行者は東京書籍、

大日本図書、大修館書店、学研教育みらいの４社です。ご

意見お願いします。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私はこの４社の中から、東京書籍と学研教育み

らいの２社に絞りました。その理由は、東京書籍が性の多

様性、学研のほうがＬＧＢＴ。こういう形で載せているの

ですけれども、ほかの２社がこのことについて触れていな

いということで、私はこのどちらかにしたいと思います。 

  やはり中学生なので、そういうことは今、社会問題にも

なっていて載せてほしいので、すごく悩みました。 

  本当に、どちらもすごく内容的には申し分なくて、感染

症のこともきちっと書かれていますし、ただ、私個人とし

ては、学研のほうはスポーツを知る。道具の中でマラソン

シューズが金栗選手、高橋尚子選手、そして今の厚底シュ

ーズ、道具の変遷ということで描かれていて、それにすご

く興味があり、とても捨て難いと思います。ですが、東京

書籍のほうで学研よりも良いなと思った部分が、熱中症の

予防と手当がしっかり書かれている点です。今これだけ暑

い夏が続いていますので、もっと身近にある熱中症につい

て、子どもたちにも覚えてほしいので、今の気持ちとして

は東京書籍にしようと思っています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。 

  近藤委員。 

 ○近藤委員 今、浅井委員からＬＧＢＴ、いわゆる性意識

の個人差について、ほかの教科書には出ていないという、

話がありました。私は大修館書店を推すのですけれども、

大修館書店には出ていないというお話でしたが、確かにＬ

ＧＢＴという言葉は用いてないんですよね。しかしページ

３８において、「性意識の個人差と性の尊重」という見出

しで簡単ですが語られています。そしてそこに資料②とい

う引用がついていて、用語解説で資料②を見てみると、性

意識の個人差について、短いですけれどもやはり語られて

いるということなんです。 

  これは、ある意味「ＬＧＢＴ」という言葉を中学生に投

げて、そしてまずその「何だろう、これは」という奇妙な

語感のする言葉を中学生に教えるよりも、もっと分かりや

すい言葉で、日本語で、性というのは感じ方に個人差があ

るんだよという、そういう優しい説明になっていると思い

ます。 

  そしてまた、私は臨床心理が専門なのですけれども、こ

の問題ってそんなに一言で片づくものではございません。

そういう子どもたちが悩んでいるところをさらにどのよ

うにケアしていくかというと、やはり１対１の心理療法と

か、カウンセリングとか、家族との話ですとか、本人だけ

ではなくて、そういったようなことも、そこから始めない

といけない。 

  ですから、ＬＧＢＴという言葉をぽんと教科書で出して、

何だこれはというようなアプローチよりも、性意識の個人

差はあるものなんだよというところから話をしていく。そ

ういうアプローチが、逆に私は望ましいのではないかなと

思いました。 

  これは、一部なのですけれども、大修館書店にはいろい

ろな長所、特色、また学習のメリット等があります。 

  私が好きなのは、ほかの教科でも言っていましたけれど

も、２ページの見開きのイラスト等で、その章の述べたい

ことというのが描かれていて、それを見て、生徒がそこか

ら興味を持ち、自分なりの見通しを持って、勉強に入って

いく。この方法も大修館書店で使われております。 

  そして内容のページが見やすく、クローズアップという
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コーナーでは発展的な学習が促され、章のまとめで振り返

りや発展的課題、さらに学んでほしい課題というのが与え

られていきます。 

  さらに、１ページのＱＲコードから全章、全部の領域に

おける資料を見ることができる。そして、課題をつかむコ

ーナー、今日の学習、章のまとめなどで、ブレーンストー

ミングやディスカッションも促されるというような仕組

みになっております。 

  このような長所、特色等を備えている点で大修館書店は

良い教科書になっていると思っております。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。 

  小関委員。 

○小関委員 私は東京書籍を推薦したいと思っています。体

育の授業というのは、基本的には足立区の子どもたちは実

技が大好きです。今日雨が降ったから保健の授業にしよう

かなとか、計画的に入れていることもあるのですけれども、

基本は体を動かすこと、体を動かして実技をすることとい

うのがやっぱり体育の先生含めて一番考えてやっている

ことかと思っています。 

  そういう中で、計画的にやることもありますけれども、

突然でも対応ができるというのは、１時間の間に何をどう

勉強して、何を理解してもらいたいかということが理解し

やすい、次に引きずらないことがとても大事だなと思って

います。 

  保健体育の主体的・対話的で深い学びを実現させるため

に、東京書籍では体育編とそれから保健編、ともに課題を

見つける、次に学習課題と課題の解決があって、さらに広

げる。どの単元もこの構成で一貫して、授業が１時間で終

わるような構成になっています。これはもう一番大切なこ

とと思っていて、分かりやすくて、先生たちも授業改善に

つながる、そういう点でも良いと思っています。大変シン

プルで、そして生徒の活動が、この教科書を開いて見ただ

けでも、どういうふうに活動するのかなというのがとても

分かりやすいと私は思います。 

  そして最後にある学習のまとめでは、確認の問題、活用

の問題、それから最後に日常生活に生かそうということで

構成されているのですけれども、量的にも良いと思ってい

ます。他の会社が、量が多かったりとか、記述式だとか、

結構な時間をかけてやっていかないとまとめができない

というのも、魅力は魅力なのですけれども、先ほどから言

っていますように、１時間できちっと完結させて、子ども

に理解させるということを一番中心においていきますと

東京書籍かなと思っています。 

  独自のコンテンツも豊富にありますので、それを活用し

ながら、子どもたちに見せるということもできるかなと思

っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 

  もう一度改めて見ると、保健体育では感染症の予防とか、

いずれの教科書も取り上げていますけれども、大切なとこ

ろですよね。ほかよろしいでしょうか。 

  なければ採択に移りたいと思います。 

  最初に東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。４。 

  続いて、大日本図書を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。０。 

  大修館書店を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。１。 

  学研教育みらいを採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  よって、東京書籍を採択することに決定いたします。あ

りがとうございました。 

  次に、教科、技術家庭、種目、技術分野について審議い

たします。よろしくお願いいたします。 

  発行者は東京書籍、教育図書、開隆堂の３社です。 

  私としては教育図書を推薦できればと思います。どうし

てかと言うと、この技術ハンドブックです。できるだけ分

冊は避けたい、子どもがなくしてしまうからということな

のですけれども、これは中学校だけではなくて、卒業して

もなお使えると思います。中見ていただくと、こんな薄い

中に、本当に道具の使い方、のこぎりの引き方から、ドラ

イバーの回し方から、本当に植物の育て方まで載っている

んです。多分一生、これを持っていれば家庭で困ることは

ないと私は思います。 

  なので、技術家庭が社会につながるというところで、教

育図書を推薦したいと思います。また、もう１つはプログ

ラミング教育ですね。プログラミング教育について、非常

に深くここではやられていて、ソフトウェアの使用方法な

どにも触れられているので、今日的ではないかなというこ
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とで、この教育図書を推薦したいと思います。 

  すみません。今回は、先に言ってしまいました。いかが

でしょうか。ご意見あればお願いします。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私も教育図書を推薦したいと思っております。

ＡからＤまでの４つの単元は、３つの章からなっておりま

す。１番目はつくって育てて学ぼう、２番目はじっくり学

ぼう、そして３番目は学びを深め、生かそうという展開の

記述になっております。そしてこの流れに従って、さまざ

まな学習の具体的な題材が記述されていて、それをやって

いくことによって、安全への考え方とか、それから実際の

技術というのが身につくようになっております。 

  安全に関しては最初の４から５ページ目で、まず具体的

なものに入る前に書かれてもおります。 

  そして、やはり気になったのが、プログラミングって最

近のはやりですけれども、ほかの教科書では、全部プログ

ラミングの説明なんですよね。でも、この教育図書に関し

ては、プログラミングを実際に生徒が行い、それをやって

みるというところまで記述されております。 

  ですから、そういった事柄全部含めて、やはり教育図書

が良い教科書ではないかなと思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 技術家庭というのは、家庭科の分野は小学校で

もやっているのですが、技術という時間は中学校で初めて

勉強する内容になってきます。 

  そのための技術家庭の教科書の両方ともガイダンスと

いうのが必ず最初のところに入っていて、どんなことをこ

れから勉強していくのかという説明を技術の先生、家庭科

の先生がすることになっています。そのガイダンス機能と

いうのがとてもいろいろなところで重要視されていまし

て、このガイダンスの中で何が語られているかということ

はとても大きな要素になっています。その点、そのガイダ

ンスについて、きちっと押さえられているのが東京書籍と

開隆堂となっています。そしてその中で先ほどから出てい

る技術の見方、考え方。これは、各教科では今度の新しい

学習指導要領では見方、考え方をどの教科でもしっかり押

さえてやっているところなのですが、東京書籍と開隆堂は

この見方、考え方については、技術の中では「最適化」が

どの分野についても大事なのだということをうたってい

ます。最適化をしていくためにどのように勉強していくか。

何を子どもたちはしていかなければいけないかというこ

とが丁寧に書いてあることは、私は非常に重要なことと思

っています。 

  どの教科書も、技術に関する問題解決の取組というのが

取り入れられているのですけれども、東京書籍は問題解決

のプロセスを先ほど申しました技術の見方、考え方である

最適化を、社会からの要求、安全性、環境への問題・負荷、

最後にお金の４点を使って、目指すにはどうしていく必要

があるかということ、この４点を使って、問題解決の評価、

改善、修正を行い、生徒が技術家庭で何をどういうふうに

学んでいくのかがとても分かりやすいと思っています。 

  どうしたらいいのかということが分からない状態で子

どもに教えていくよりも、はっきりこの見方、考え方を示

しているのがこの会社なので、その点では分かりやすく勉

強をしていくことができるのかなと思っています。 

  あと、本文の内容もデザインもいろいろな点で配慮がさ

れていて分かりやすいということと、先ほどから出ている

ように、プログラミングに関して、新しく勉強することに

なっているのですけれども、東京書籍は木工だとか栽培等

の実数の例がシンプルで、とても時間が少ないところでこ

なしやすいという点が良いと思います。 

  ちょっと言い忘れてしまいましたが、時間数について、

１年生は週に２時間、２年生は週に２時間、３年生は週に

１時間しかないんです。しかもそれは家庭科と技術の両方

で交互で、あるいは集中してやるということで、時数とし

ては非常に少ない。なので、作業だとか、木工だとか栽培

の実例がシンプルにまとまっていて、時間の中でもこなし

ていくことができるという工夫はとても大事なことと思

っています。 

  逆に、新しく始まるプログラミング教育の点については、

問題解決例が分かりやすく、豊富に入っているという点で

も魅力があるなと思い、東京書籍を推薦しました。以上で

ございます。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。

よろしいですか。 

  どうぞ、近藤委員。 

○近藤委員 プログラミングに関して、私たち大人はかなり
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難しいのではないかと感じると思うのですけれども、案に

反して中学生ぐらいになると、いろいろな電子機器に携わ

っている機会が多いんですよね。 

  そして、実際にプログラミングをやって、そのプログラ

ムをつくってそれで遊ぶというようなことも、私の知って

いる、いわゆる特別支援のような学校でもやっております。

ちょっと私にとっては驚きでした。 

  ですから、せっかくその理論を学ぶのでしたら、自分が

やったことが楽しいというようなご褒美があれば、それに

対してすごく興味をまた持つようになってくるので、実際

にやってみて遊ぶところまでやることができれば良いと

思います。 

  そういった意味で、やっぱり最後の仕上げまでやってい

る教科書というのは、大事なことをやっているのではない

かなと思います。以上です。 

○教育長 ものづくりの原点というか、きっかけづくりとか、

そういったところが、この教科書でどのくらい読み取って、

子どもたちが興味を持てるのかなというところの判断だ

と、私はそういうふうに思っています。 

  ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、教科、技術家庭、種目、技術分野について採

択いたします。 

  最初に東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。３。 

  次に教育図書を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。２。 

  開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０。 

  よって、東京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に教科、技術家庭、種目、家庭分野について審議いた

します。発行者は東京書籍、教育図書、開隆堂、以上３社

です。ご意見お願いいたします。 

  先ほど少し先に言ってしまったので、ここは私からいき

ます。家庭教育で非常に重要なのは、このとき学んだこと

が社会にどうつながっていくのか。あるいは社会でどれだ

け役立てられるのかということだと思うので、さっき言っ

てしまったのですけれども、自立度チェックとか、消費生

活の分野について手厚く書かれている教育図書を私とし

ては推薦したいと思います。 

  やってみよう、学びを生かそう、そして振り返りという

ことで、子どもたちが社会に出ても、役立つことが盛り沢

山に盛られているというところがあります。技術ハンドブ

ックは採択されませんでしたけれども、こういう家庭科版

があっても良いのかなと思っています。 

  ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 これについては私もこだわりがありまして、ほ

かの教科書ではない東京書籍の特色があります。 

  学習指導要領の３つの内容なのですけれども、家庭科の

中で勉強するのは家庭、それから家庭生活、これが１つ。

それから衣食住の生活、消費生活・環境です。この３つに

ついて学習をすることになっているのですが、東京書籍だ

けは食の内容が一番先頭に来ています。 

  家庭、それから家庭生活、つまり保育だとかが一番後ろ

に来ており、あえて東京書籍は入れ替えしています。いろ

いろと調べてみましたら、全国の指導計画や、生徒の発達

段階を踏まえると、朝ちゃんとご飯を食べてきましょう等、

生活習慣についてかなり力を入れています。区としても指

導していると思うのですが、食べることに関しての指導が

１年生であるということは、とても大事だと思います。 

  その指導の順が、東京書籍だけは先頭にあるということ

です。今現在、足立区の中でも家庭科の授業をその流れで

やっているのは、子どもたちの実情を踏まえた上でだと思

っています。 

  家庭の中でのやり取りを１年生のうちからやることは

とても大事だと思いますが、保育関係について実習するの

は発達段階を踏まえ、３年生でやってもらいたいなという

気がしています。 

  そういう点での配慮が、東京書籍にはあり、あえて順序

を変えての内容になっているということが、とても大きな

ことなのかなと思っています。 

  あと、高校への連携を踏まえ、保育その他が一番最後に

あるというのは、高校へのつながりを考えた構成であるた

め、とても評価ができます。今の学校の現状を考えた場合、

この構成ができている東京書籍が、私は一番必要かなと思

っています。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は教育図書を推薦したいと思います。小関委
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員がおっしゃっていた何を最初に、その次に何を書いてい

くかということですけれども、教育図書の場合、ＡＢＣの

３つの編から成っておりまして、Ａでは家族、家庭生活、

そしてＢのほうで衣食住、そしてＣで消費生活となってお

ります。私はこの並び順が望ましい。だからほかの教科書

でもこのようになっているのだと思います。 

  なぜかと言うと、食べることにしましても、それから赤

ちゃんをケアしていく保育ということにしましても、ご家

族がどのような関係で、どのような役割分担等を持って機

能しているか、または機能していないかがあってこそだか

らです。私の知っている中学生は、朝食を食べないで来て

いました。なぜかと言うと、そこの家族には問題があって、

お母さんが朝ご飯を作っていませんでした。 

  ですから、どこから始まるかと言うといろいろ議論はあ

るのでしょうけれども、この家庭科という種目については、

家族関係から入っていく。良い家族関係をつくる。そして

食事の話や消費生活一般が語られていく、展開されていく

というので、私は良いのではないかと思っています。 

  このように、生徒は流れの中で、自分の課題を持ち、学

習に取り組み、考え、話し合う。話し合いながら勉強、学

習を進めていく。このようなアクティブラーニングを実践

するような仕組みに教育図書はなっております。 

  そういった意味で、教育図書を私は推薦いたします。以

上です。 

○教育長 ありがとうございました。順番について、これは

私の意見ですけれども、技術科と違って、家庭科は小学校

でも教育課程の中に入っているというところも考慮でき

るのではないかなと思います。ほかいかがですか。 

  河本委員。 

○河本委員 それぞれに特徴があり、東京書籍、教育図書、

両方とも良いところがあると思います。 

  ただ、気になる点がありまして、先ほどの順番はともか

く、保育のところで気になるのは、子どもの心や体の発達

の説明が書いてある文章に、東京書籍のほうは必ず注意書

きで「発達には個人差があります」という注釈がついてい

るのですが、教育図書には全く書いていないというところ

は少し気になります。 

  それから食物アレルギーについても、東京書籍のほうに

はしっかりと記述があるという点で、東京書籍かなと思っ

ています。 

○教育長 ありがとうございました。よろしいですか。ほか

よろしいですか。 

  それでは、教科、技術家庭、種目、家庭分野について採

択いたします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。３。 

  続いて、教育図書を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。２。 

  開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。０。 

  よって、東京書籍を採択することに決定いたします。 

  次に、教科、外国語、種目、英語について審議いたしま

す。発行者は東京書籍、開隆堂、三省堂、教育出版、光村

図書、啓林館の６社です。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は東京書籍の「ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ」を

推薦いたします。まず、内容とか構成に関してですけれど

も、中学生が実際に出会って経験する事柄、イベントが入

っています。外国人の生徒や先生などが登場して、多文化

的な出会い、やり取り、その中で英語が習得される内容、

構成になっております。 

  状況に関連のある英語を学ぶということは入っていき

やすい。自分もそういった状況を経験しているからです。

そういった状況で英語が学べるという設定になっており

ます。 

  そして、ユニットの最後で文法が学べる。文法も重要で

すので、当然しっかり押さえるような構成になっておりま

す。各ユニットにＱＲコードが配置されて、聞く、読む、

話す、話し合う、書くということがバランスよく取り入れ

られている。ステージの最後には、ステージというコラム

があり、アクティビティがあって、英語の学びの集大成の

ような活動をして身につけるというふうに構成されてお

ります。 

  Ａ４判で見やすくて読みやすいということも、良いと思

います。 

  あと、持続可能な目標、ＳＤＧｓに基づくテーマなども

３年生の教科書には取り入れられていて、Ｕｐ－ｔｏ－ｄ

ａｔｅだと思っております。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがでしょうか。 
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  河本委員。 

○河本委員 昨年、小学校のほうで初めて英語が教科化とな

り、新しい教科書採択を行いました。昨年小学校で選んだ

のが「ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ」、東京書籍です。 

  もちろん、だからというわけではないのですが、今回中

学校の「ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ」のページ割りを見てみ

ると、小学校と全く同じレイアウトです。それから文法の

明記が、章の終わりにまとめてきちっと書いてあります。

タイトルから目標へ行って、学習を重ねて振り返りをする。

その中に、文法の振り返りが手厚く入っているところも評

価するところです。また、必ず見開きのページで、このペ

ージで学習するトークの中で、キーとなる文法がきちんと

明記されているというところが良いと思います。 

  初めて今、５年生、６年生がこの教科書で学んで、来年

から中学校に入ってきます。小中の流れからすると、同じ

教科書で、同じ学び方をするというのが非常に重要なこと

だと思います。また、４つの技能がとてもバランスよく入

っており、ステージ１・ユニット０からユニット５まで、

小学校の振り返りを手厚く入れています。 

  そういう点でも、中学英語に行く導入という部分では最

適ではないかと考えています。 

○教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小関委員。 

○小関委員 現在、光村図書が使われているのですけれども、

私は今までの光村図書の貢献度はとても高いなと思って

います。 

  身近なことも社会的なことも、自分の言葉で表現できる

生徒の育成をコンセプトに、登場人物とストーリーの魅力

で生徒に興味を持たせるのが特徴で、巻末の付録の帯教材

も魅力です。 

  なかなか英語の力がつかなかった、英語に興味を持てな

い、英語が嫌いだという子どもたちが、まだまだ成績面で

は難しいところもありますけれども、英語に興味を持つよ

うな状態になってきたというのは、ある意味この教科書を

使っていたおかげというか、成果かなと思っています。 

  ただ、私としては、最終的には東京書籍を選びたいと思

っています。 

  やっぱり内容を見比べてみますと、学び方、表現、語彙

の扱い、文字の指導、テーマが一緒です。先ほど話があっ

たように、ユニット０から５までの間で、小学校で学習し

た表現を復習をしながら勉強ができるのがとても大きな

ことかなと思っています。これはほかの教科書にはないで

す。 

  本文前のレビューの新設だとか、３段階読みトーク、あ

と即興的なやり取りというのが、今度、英語では大事にな

ってくるのですけれども、そういったところの取組もあり

ます。何よりも判が大きいです。 

  それから、案外会話を中心にというところもあるのです

けれども、基本的な、確実な定着のためのグラマー、文法

の扱いについてもとても分かりやすいなというところが

ございますので、光村の成果は認めながらも、これからの

足立区の子どもたちにとっては、ぜひ次へのステージとい

う願いを込めて、東京書籍に変わってくれることを願って

います。 

  ただ、教科書が変わるということに関しては、今まで

の足立区の例としては１年生が新しい教科書、２、３年

生が違う教科書という形にしていた経緯があります。先

生たちは両方とも勉強して教えるため、大変になります

が、英語ではデジタル教科書もたくさん使っていますの

で、その辺、配慮していただければと思います。子ども

のためにということで私たちも考えておりますので、変

わった場合、そういう配慮をこちらもしていかなければ

いけないと思っているところです。以上です。 

○教育長 小関委員からありましたけれども、今光村図書

を使っているわけですが、他の社にした場合については

急に切り替えるのではなくて、例えば今１年生が使って

いれば、２年生も３年生もそのまま使っていきます。そ

うすると、２種類の英語の教科書を学校の中で使うこと

になります。子どもたちにとっては１種類ですけれども、

先生にとっては２種類になります。 

  ただ、小関委員からあったように、これは子どもを中

心に考えるべきだということで、先生たちにとってはち

ょっと気の毒ですけれども、そういう選択をしたいとい

うことです。それについてはご異存ないということでよ

ろしいでしょうか。そうでないと、なかなか選択の幅が

違ってしまいます。では、それを前提に採択をしたいと

思いますが、意見いかがでしょうか。 

  浅井委員。 
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○浅井委員 私も東京書籍を推薦したいと思います。河本

委員がおっしゃったように、小学校、中学校の連携が取

れるということが一番大きいかなと思います。 

  特に、英語は、苦手意識を持つ子どもたちも多いと思

うのですが、そこで今まで英語に苦手意識を持っている

ような子が、また中学に行って１から始めるようなこと

になると、戸惑います。そういう意味では同じ流れで行

ってほしいと思いますし、東京書籍は小学校の単語が

度々ページの下のほうに記載されていて、振り返りがで

きるので、その辺も良いのではないかと思います。 

○教育長 ほかいかがですか。よろしいですか。 

  それでは、教科、外国語、種目、英語について採択い

たします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を

求めます。５。 

  続いて、開隆堂を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  三省堂を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０。 

  教育出版を採択することに賛成の方。０。 

  光村図書を採択することに賛成の方。０。 

  啓林館を採択することに賛成の方。０。 

  よって、東京書籍を採択することに決定いたします。 

  いよいよ最後ですね。次に、特別の教科 道徳について

を審議をいたします。発行者は東京書籍、教育出版、光村

図書、日本文教出版、学研教育みらい、廣済堂あかつき、

日本教科書、以上７社です。質疑をお願いします。どなた

から行きますか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 私は学研教育みらいを推薦いたします。しっか

りした構成内容になっていて、学習も非常に進めやすいと

いう長所があると思います。 

  まず構成とか内容に関してです。４つに分かれておりま

して、まず自己・自分自身、次に人間関係、次に社会との

関わり。そして命や自然、崇高なものとの関わりという構

成になっておりまして、これらの４つは３５の教材を扱っ

ております。 

  そして重層的な構造になっています。これらの教材はよ

く生きるための２２の鍵ということで、２２の鍵は４つの

指針に分かれているのですけれども、１番目は自分を見つ

め、伸ばす。２番目は人と支え合って生きる。３番目は社

会に生きる一員として。４番目は命を輝かせて生きるとい

う指針になっています。 

  これは、最初に言いました１から４の構成に対応してい

ます。いろいろな教材を扱っていますけれども、それぞれ

の文章に１つ、または２つの目標、目当てを持ってこの教

科書は構成されているということです。 

  そして、多くの教材の後に深めようというところがあり、

それは見つけよう、考えよう、話し合おう、生き方につな

げようという目当てを持ったコーナーです。 

  そして、クローズアップというコーナーもあります。物

事をより大写しにして明らかに見るというコーナー等も

置かれており、足立区で推奨している主体的な学び、アク

ティブラーニングが促される構造であると思います。 

  あと、ＱＲコード等も多くて、そこから視覚的に学ぶこ

とができるという構造になっております。 

  また、学びの記録、振り返りとともに、３年生の末尾に

はちょっと変わっているのですけれども、「未来への扉」

と銘打たれたところがあります。これは、未来の自分に対

して手紙を書くというコーナーです。自分のこれからの将

来を考えるということであるとともに、またその年齢にな

ったときに、自分が、現在の中学校のときにどんなことを

考えていたのかを振り返る。自分の過去を振り返る仕組み

のコラムも設けられております。 

  これは、非常に珍しくて、面白いのではないかと思いま

した。以上です。 

○教育長 ありがとうございます。道徳の採択については、

小学校が学研教育みらいです。今、お話があったのも学研

教育みらいだったのですが、現行の教育出版との違いは、

学ぶことの意義とか道標とか、そういったところが、教育

出版のほうは非常に明確になっていて、学研教育みらいの

ほうはそれほど明確にしていないんですね。 

  していないということはどういうことかと言うと、考え

とかそういったところが多様的で、広がりがあるというこ

とです。これも非常に議論になったところですけれども、

小学校において多様で広がりのある教科書を選んだのは、

自由にいろいろな意見を出すためです。中学校でそれが選

べなかったのは、中学校でそういった時間は取れないとい
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うところがあり、前回は教育出版という選択をしたと私は

記憶しています。 

  したがって、私としては、もうこれまでずっとやってき

た、培ってきた実績も少しあるので、ここで学研教育みら

いにかじを切ったらどうかなと思っています。 

  小関委員。 

○小関委員 足立区では、さまざまな要因からいじめだとか、

いじめを含めた問題行動が起きてしまうということが少

なくありません。 

  自分自身のことだとか人との関わり、集団や社会との関

わり、生命や自然、崇高なものとの関わり、自分のことと

して思って、道徳的な価値を理解し、実践につなげられる。

何が正しくて、何が駄目なのだという、その道徳的な内容

をきちんと理解して、それを実践につなげられる授業とい

うのが、一番大事だなと思っています。 

  今、いじめの話をしましたけれども、いじめに関して、

残念ながら学研教育みらいはテーマ設定がされていませ

ん。 

  いじめに関しては、いじめや差別のない社会、それから

生命の尊さ。この２つをユニット化して特徴的に構成して

いるのが教育出版と東京書籍です。 

  私はいじめに関してだけ取り上げて考えていくと、一番

真正面に、正面から向き合っているのが日本文教出版だと

思っています。 

  今、教育出版と東京書籍の、いじめに関する内容につい

て触れましたけれども、やはり問題解決的な学習、それか

ら体験的な学習ということで、教育出版は優れています。

あと、学習の視点ですね。どういうふうに勉強、学習をし

ていくかという学習指導要領の４つの視点が、文章ごとに

教育出版は示されています。 

  導入があり、意識づけをする問があり、本文があり、学

びの道標で問がある。何をどのように考えて話し合いをす

るか。学習の流れがきちっと示されていて、一番構成的に

も教育出版が良いと思っているところです。以上です。 

○教育長 学研教育みらいでいじめを扱っていないかとい

うと、そういうことはありません。いじめというのはなか

なか定義も難しくて、いろいろなところに要素として入っ

ている。それを表に出すか出さないかというところでの違

いがあるのだろうと思うんです。 

  なので、私としてはどこにでもいじめの要素というのが

あるというところを読み取るべきだと思います。「いじめ」

という言葉を使っていないかと言うと、学研教育みらいで

も使っています。いじめをなくすための教材はこれですよ

というところも書いてあります。裏に書いてあるって変な

言い方ですけれども、後でテーマの中には紹介もされてい

ます。 

  浅井委員。 

○浅井委員 私は教育出版を推薦したいと思います。いじめ

問題の教材も多いし、ＬＧＢＴのコラムもあり、幅広く考

えさせられる内容だと思います。 

  それと、２年前に私自身、教育出版を採択で選びました

けれども、今使って２年目です。今ここでまた変えてしま

うのは早いのではないかなと気持ちがあります。私は教育

出版を推薦したいと思います。 

○河本委員 今、名前が挙がっているもので私も大変悩んで

おります。教育出版と学研みらいに共通して見られるのは、

子どもたちが今、本当に現実味を帯びて感じる内容、例え

ばＳＮＳの情報モラルの問題や、歩きスマホの問題につい

て他社よりも厚く載っており、この２社は評価できるので

はないかと思っています。 

  例えば、いじめに関する項目という内容で比べてみると、

「いじめに立ち向かう君に」と明記されていて、いじめの

問題を読むという内容よりも、自分がいじめに立ち向かう

というキーワードがあちらこちらに散らばっているのが

教育出版なんですね。そういう点では、教育出版のほうが、

自分の考えを見つめるということには長けているのかな

と思います。 

  それから、全項目の数なのですけれども、学研が３５項

目、教育出版が３０項目に補充教材として５項目、東京書

籍は２８項目と差がずいぶんあると思うのですけれども、

道徳は１時間で１つ、どんどん最後まで行くというよりも、

少し余裕を持って、そのクラスやその環境で、じっくり取

り組みたい内容にはじっくり取り組めるような配慮があ

る形のほうがいいのではないかと考えています。 

○教育長 ありがとうございました。ほかいかがですか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 いじめが少し話題になっておりましたけれど

も、学研では１・２年生で４点、３年生で６点というふう
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に、いじめをなくすためにとくくられた文章が出ておりま

す。 

  ただ、その内容というのは直接いじめに対してどう対応

するか、原因はこれだと具体的に立ち向かおうという内容

ではない。しかし、いじめって、そもそも何なんだろうと

考えるときに、私たちはそれと気がつかずにいろいろなこ

とをやってしまっているんですよね。 

  例えば、あまりよくないことをやっている子がいて、で

もそれを見て見ないふりをすることも、そのよくないこと

を向けられた子からしたら、黙っている子どもたちもそれ

に加担しているということになりますよね。そのレベルか

らある意味広い、ある意味深いところからいじめを見てい

くということが大事になってくると思うんですよね。 

  そういった意味で、正面から立ち向かうということより

も、まずみんなが気がつく。そして、自分が意図していな

いけれどいじめに加担しているとか、そういったことから

考えさせる題材というのを学研教育みらいは選んでいる

のではないかと思います。 

  そして、もう１つ別のところで話しましたけれども、い

じめって、そんなに簡単に立ち向かってなくなるものでは

ないですよね。だから、みんなにそれをよく考えてもらう。

まずそこから始めないといけない。 

  そういった意味では、先生の取組方によって、これらの

題材は生きてくるのではないかと、私はこれを読みながら

思いました。以上です。 

○教育長 河本委員。 

○河本委員 すみません。少し解釈の違いがあったので申し

上げますけれども、いじめに立ち向かうということを全面

に押し出しているという意味ではありません。 

  ただ、いじめに立ち向かうというキーワードを基に、み

んなで考えてみようという活動が示されているというニ

ュアンスです。 

○教育長 議論は尽きないようですけれども、ほか何かあれ

ば、よろしいですか。 

  それでは、特別の教科 道徳についてを採決いたします。 

  最初に、東京書籍を採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  教育出版を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

３。 

  光村図書を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

０。 

  日本文教出版を採択することに賛成の方の挙手を求め

ます。０。 

  学研教育みらいを採択することに賛成の方の挙手を求

めます。２。 

  廣済堂あかつきを採択することに賛成の方の挙手を求

めます。０。 

  日本教科書を採択することに賛成の方の挙手を求めま

す。０。 

  よって、教育出版を採択することに決定いたします。 

  以上で第６４号議案「令和３年度足立区立中学校使用教

科用図書の採択について」の審議を終了いたします。 

  一言だけ述べさせていただきます。展示会でご意見を頂

いた区民の皆様、この間ご尽力いただきました審議会の委

員、調査委員、各学校の先生方、そして事務局、それから

今日出席されている教育委員の皆様、本当にありがとうご

ざいました。 

  長期間にわたって何度も何度も教科書を読みながら、今

もしゃべり足りないことももしかしたらあったかもしれ

ませんけれども、この委員会の前にも散々議論したところ

ですので、そういったところを要点だけお話しいただけた

と思っております。心から御礼を申し上げたいと思ってお

ります。 

  おかげさまで、際どい採択の挙手の数もあったわけです

けれども、何とか採択にこぎ着けることができました。こ

れも皆さんのご協力のおかげと感謝します。本当にありが

とうございました。 

  それでは、日程第３、第６５号議案を議題とします。教

育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第３、第６５号議案「令和３年度

足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立区

立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について」、

以上。 

○教育長 第６５号議案について、荒井教育指導部長から説

明をお願いします。 

○教育指導部長 お手元の資料１７ページ、第６５号議案説

明資料を御覧いただきたいと存じます。 

  学校教育法附則第９条に、特別支援学校及び特別支援学
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級においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書、ま

たは文部科学省が著作の名義を有する教科用図書以外の

教科書を使用することができるという規定がございます。 

  これに基づきまして、資料１８ページから２１ページに

つけさせていただいております「令和３年度足立区立小中

学校特別支援学級使用教科用図書選定一覧」のとおり、足

立区立小・中学校の特別支援学級に在籍する児童・生徒の

発達状況に合った図書を選定したところでございます。 

  この一覧でございますが、足立区立小学校使用教科用図

書採択要綱及び足立区立中学校使用教科用図書採択要綱

に従いまして、学校教育法附則第９条図書委員会を設置し、

各特別支援学級設置校が選定した図書を審査し、その結果

をまとめたものでございます。 

  よろしくご審議お願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第６５号議案について、ご意見、ご質問がありましたら

ご発言をお願いいたします。何か質疑はありますか。よろ

しいですか。 

  ないようですので、これより第６５号議案「令和３年度

足立区立小学校特別支援学級使用教科用図書及び足立区

立中学校特別支援学級使用教科用図書の採択について」を

採決いたします。本案は、原案のとおり決することに賛成

の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。よって、本案は原案のとお

り議決することにいたします。 

  次に、日程第４、教育長報告を議題とします。今回担当

からの報告に変えさせていただきます。 

  （１）について本岡就学前教育推進課長、お願いします。 

○就学前教育推進課長 では、資料の６５ページをお開きく

ださい。今回、小学校第１学年に関するアンケートの実施

結果について、ご報告させていただきます。 

  例年、４月にこの小１アンケートというものは、幼保小

連携活動の成果として、実施をしているところでございま

すけれども、今年は新型コロナウイルス対策として、約３

カ月の休校、休園期間がございましたので、小学校１年生

の現状を把握し、児童の状況に合わせた丁寧な指導につな

げることを目的として、実施をさせていただきました。 

  結果につきましては４の（１）にございますとおり、ア

からオにありますような昨年度と同じ内容で実施した５

項目につきましては、前年度を上回るか、ほぼ同じ同水準

の結果となってございます。 

  さらに（２）にありますように、全７項目中５項目にお

いては、「身に付いている」と回答した割合が約９割前後

となっておりまして、これもほぼ例年と同水準という形に

なってございます。 

  こうした臨時休業期間があったにもかかわらず、例年と

ほぼ同じ結果が得られたことにつきまして、要因を分析し

ているのが次の６６ページでございます。 

  大きく３つ要因があると考えておりまして、１つは日頃

からの幼保小連携活動によるもの。２つ目は休校期間中で

あっても学校から課題や呼びかけがきちんとされ、ご家庭

の協力が得られたということ。３点目は分散登校期間中に

おける、少人数への丁寧な指導がなされたこと。この３点

が大きく影響したものと考えてございます。 

  こうしたことを踏まえまして、引き続き今年度も幼保小

連携活動につきましては、新型コロナウイルス感染症対策

を徹底しながら、可能な方法で実施させていただく方向と

させていただきます。以上でございます。 

○教育長 ありがとうございました。ただいまの報告事項に

つきまして、各委員からご意見、ご質問があればお願いし

たいと思います。何か質疑ありますか。よろしいですか。 

  １年生もよく頑張っているよということなんでしょう

ね。その要因の分析についてはまだ少し踏み込んでやると

いうことでよろしいですか。 

  ないようですので、報告事項を終了いたします。 

  その他何かございますか。よろしいですか。 

  ないようですので、以上をもちまして、本年第８回足立

区教育委員会定例会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

  傍聴人の皆さん、長時間にわたりまして、ありがとうご

ざいました。 

午後４時２０分閉会 

 










































































































































